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久保　 歌謡曲の歌詞に見る旅

歌 謡 曲 の 歌 詞 に 見 る旅

昭和の歌謡史 ・私論

久 保 正 敏*

Travels Sung in Japanese Popular Songs: A Historical View of 
          the Popular Songs of the Showa Era

Masatoshi  Kuso

   This paper traces the history of Japanese popular songs from 
the viewpoint of "Travel". The historical span of the discussion 
is confined to the Showa era, for the following two  reasons: 
1) The modern system of producing popular songs was 
established at the very beginning of the Showa  era; 
2) The distinct contrast between urban areas and the provinces, 
together with the social unrest in those days, motivated the 
traveling and drifting of the people, and consequently brought 
the travel songs or sight-seeing songs into fashion. 

   In this paper, travels sung in popular songs are categorized 
into three  types: outward travel, homeward travel, and 
wandering travel. Outward travel is motivated by a yearning 
for some place and can thus be viewed as future-oriented travel. 
Homeward travel is motivated mainly by homesickness or some 
memory of the past. Wandering travel is accompanied by 

homesickness in many cases. The popular songs of the Showa 
era are reviewed according to these three types of travel. 

   In sections 1 and 2, the themes of travel in popular songs are 
summarized, and then songs whose words contain place names 
or descriptions of local scenery are analyzed. It is pointed out 
that changes in the ratio of the number of such songs to the 
number of all popular songs are very similar to change in 

population drift. 
    In sections 3, 4 and 5, popular songs are reviewed and 

analyzed in regard to outward travel, homeward travel, and
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wandering travel respectively. The evident correlation between 
the words in these songs and the social environment is shown. 
Section 6 deals with a few songs relating to spiritual travels. 

   In section 7, changes in travel songs are reviewed from 
a unique analytical viewpoint. Assuming that the story of the 
words of a popular song is scenarized, each song can be 
categorized as either a close-up type or a long-shot type in 
terms of camera angle, according to the words depicting scenes 
and manners and the personal pronouns contained in the words 
of the song. Based on this idea, several genres of travel songs are 

parameterized and mapped on a two-dimensional space, cor-
responding to the camera angle of the story of the song. The 
result of the mapping shows that travel songs became more and 
more of the close-up type with the passing of time, which seems 
to parallel the increasing tendency of Japanese society toward 

private-life-oriented conservatism.

１．　はじめに

２． 歌謡曲に見る旅のモチーフ

　２．１・ 昭和を考察する意義

　２．２． 歌謡曲に歌われる土地

　２．３． 旅に関するモチーフ

３． 地名 ・風物入 り歌謡曲

　３．１． 都会替美 ・地方賛美 ・異国憧憬

　　　　　　　　　　昭和初期から戦争まで

　３．２． 憧れと現実　　　　１９４５－１９５５年頃

　３・３． 都会賛美と都会一地方の歌

　　　　　　　　　　　　　１９５５－１９６５年頃

　３．４． ご当地艶歌からディスカバー ・ジャ

　　　　パン・ソングへ　　１９６５一ユ９７５年頃

　３．５．　 メッセージの歌からイメージの歌へ

　　　　　　　　　　　　　１９７５－１９８７年頃

４． 郷愁の歌

‘

　 ４．１． 「股旅 や くざ もの」 の郷 愁

　 ４．２． 「暖 野 もの 」 の 郷愁

　 ４．３． 軍 国歌 謡 と郷 愁

　 ４．４． さす らい と郷 愁

　 ４・５． 敗 戦 と郷 愁

　 ４・６． 都 会一 地 方 の 交 流

　 ４．７． 都 会人 の憧 郷

５． さす らい の旅 の歌

　 ５。１．’さ す らい の 旅 の歌 の系 譜

　 ５．２．’股 旅や くざ もの

　 ５．３。 暖 野 もの

　 ５．４． マ ドロ ス もの と港 もの

　 ５．５． 一般 的な さす らい

６． 希 望 ・夢追 いの 旅 の歌

７． 旅 の歌 の ジ ャ ンル の変 遷

８．　 お わ りに

１． は じ め に

　本稿は，筆者が以前から興味を持っている歌謡曲分析の最初の試みと して，歌謡曲

歌詞に見る 「旅に関するモチーフ」の変遷を たどろうとするもので あり，特別 研究
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「現代日本文化における伝統と変容」の各個研究の一環をなす。

　従来から，歌謡曲を対象 とする研究は数多 くなされてきた。見田宗介氏の社会心理

学的アプローチによる研究 ［見田　１９７８］を始めとして， 『思想の科学』のメンバー

による研究 ［加太 ・佃　１９７０］，歴史 ・世相とからめながら歌謡曲の変遷をたどるもの

［園部　１９６２；加太　１９７５；池田　１９８５］など，枚挙にいとまがない。

　また，計量言語学の立場から，歌詞に現れる語彙のコンピュータによる数量的分析

にも，い くつかの興味ある研究例がある。中野洋氏の研究では，どのような語彙の系

列がよく出現するかを計量 し，それに基づいてコンピュータに自動作詞 させた り，花

の名前 ・人称代名詞 ・外国語などの語彙の出現頻度が時代 とともにどのように変遷 し

ているかを分析 している ［中野　１９７７ａ，１９８２］。水谷静夫氏の研究では，二つの歌謡

曲に共通して使われる語彙の数か ら歌謡曲の類似度を定義 し，それに基づき数量化理

論ＩＶ類を適用 して歌謡曲の分類を試みている［水谷　１９８０，１９８４；水谷 ・松盛 １９８２］。

　 しか しながら，歌の流行がレコードやテレビなどのメディア産業の手で作り出され

る現在では，歌謡曲が必ずしも世相や社会状況を描 くために創作されるのではなく，

むしろ歌手のイメージに合わせた曲作りが主である。また，一旦 ヒット曲が生 まれる

と， 同工異曲のものが各レコー ド会社から次々と発売されて，「～もの」と呼ばれる

ジャンルを形成 し，常套旬が繰り返 し用いられることも多い。従って，歌詞の計量的

な分析方法が果たして歌謡曲の流行現象を客観的に評価する手法たりうるかという疑

問がある。 さらに，ジャンル別ではなく歌謡曲全般を取り扱うことによって，特異な

現象がデータ処理の過程で平滑化され，隠されて しまう危険 もな しとは言えない。

　歌詞そのものという，いわば一次情報を用いるよりは，特徴を抽出 した二次情報に

基づく分析の方が有効な場合 も多いであろう。そこで，本稿では， ヒットしたと言わ

れるレコードを中心に，歌詞に現れた旅のモチーフという切 り口から歌謡曲の特徴を

つかみ出し，量的分析には重きを置かず，その時々の社会背景との相関を振り返って

みることにする。

　 歌謡曲研究の意義を問う際に議論となるのは， ヒットしたレコー ド歌謡曲によって，

大衆心理を分析することが可能か，という問題である。言い換えれば， レコード会社

が歌のヒットを作 り出すのか，それとも，大衆が受動的にではあるが選択することに

よってヒットを作 り出すのか，という 「流行の責任論」であるが，筆者は，池田憲一

氏と同じように ［池田　１９８５：７５］，どちらかの単独責任ではなく，ある社会状況の も

とでの両者の相互作用で ヒットが生まれると考えたい。すなわち，ある社会状況を背

景とする国民の心情と，ヒット歌謡曲との間には，一対一ではないが，一定のパ ラレ
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リズムが存在す る，と考 えるのが妥 当であろ う。

　 大衆 がより能動的に歌謡 曲に関わ る場面 と しては， 「替え歌 」があ る。 与え られた

歌詞 に幾度 も改変 が加 え られてロ コ ミで広が り，支持 を得 るのだか ら，大衆 自身の意

志 がかなり関与 していると言 え る。１９４０年に発売 された ものの，時局 にふ さわ しくな

い頽廃的な曲であると して販売禁止にな った 「湖畔の宿」 が， さまざまな替え歌を生

んだのはその一例で ある１）。 ヒッ ト歌謡曲 よ りも替え歌の歌詞の分析 の方 が，大 衆心

理 を探 る手段 として有効で あると考 えることもで きるか ら，替え歌 の研究 は興味を引

くテーマであ り，分析例 もあ る ［鶴見　 １９７０］。 しか し， 替え歌 の記録をた どるには

膨大な努力を要 し，かつ，替え歌の流行 は通史 的な現象で はないか ら，・社会心理の通

時的研究にはな じまないであろう。

　 歌謡曲のメロディーと国民心情 との間には強い相 関があ るとされるが，残念なが ら

筆者は楽譜 が読 めない。 そのため，本稿では，歌詞の分析 のみか ら，旅に関するモチ

ーフを考えるのであ るが
，歌にお ける歌詞のメ ッセージ性 が低下 してい ると指摘 され

る現在では，歌詞の分析 がいか ほどの意味を持 ち得 るか とい う不安 も残 る。 そのうえ，

受け手 である聴取者 が，ひとつの歌謡曲につ いて，その第一番か ら最後まですべて の

歌詞を意識 して聞いてい るのか どうか，という疑問 もあ る。

　 さらに，歌謡曲が大量に生産 される今 日で は，それ らを愛好 する層が分化 し，年齢

層だけで な く，社会 的階層に よって，支持す る歌謡曲が異 なる状況が生 まれている。

従 って，歌謡曲の分析 には，その支持層 の確定 も求 められるのだ が，そのために必要

な大規模遡及調査 は，不可能に近 い２）。 また一 口に個人 の愛好歌 とい って も，アンケ

１）本歌 「湖畔の宿」（佐藤惣之助　作詞，服部良一 作曲，高峰三枝子 唄）

　　 山の淋しい　湖に

　　 ひとり来たのも　悲しい心
　　胸のいたみに　たえかねて

　　昨日の夢と　焚きすてる

　　古い手紙の　 うすけむり　　　　　　　　 （日本音楽著作権協会（出）許諾第９０７２９２５－００１号）　
に対 して，例えば，田辺聖子氏の 『私の大阪八景』には

　　昨日召された　タコ八が

　　 タマに当たって　名誉の戦死

　　 タコの遺骨は　かえらない

　　 タコの親御よ　何泣 くか

　　 タコに骨は　タコに骨は無い

　 と子供たちが歌う場面が描かれている。また，第１節を 「昨日生まれた　ブタの子が」とする　 もの
，第 ２節を 「ハチに刺されて　　　　　　　　　　　　　　　　 名誉の戦死」とするものなど，本歌より様々な替え歌の方

　を記憶している５０才代以上の人が多いと言われている （日経１９９０年 ５．月２９日付朝刊春秋欄）。
２）空前絶後の大規模な調査としては，東京放送が１９８０年１０月に行 った 「ＴＢＳ全国歌謡大調査」

　 がある・これは，まず，東京 ・大阪の３００名に 「好きな曲」を回答してもらって１００３曲を選び出　すプリ
テス トを行い，あらためて全国１５０地点，１２才以上の男女３０１３名を対象に，この１００３曲の

　 中から好きな．．．（複数回答），年齢 学歴，家族構成，職業Ｊ収入，支持政党，生きがい，生活　態度
・好きな百葉 ・色 ・人物 ・タレント・ギャンブル ・プロ野球チームなど，計９６項目をアン

　 ケート調査したものである。 その分析結果は ［東京放送調査部　１９８１；鈴木　１９８１］に詳 しい。
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一 ト調査の際に回答する，いわばよそ行きの歌，ふだん愛聴する歌，愛唱できる歌，

それぞれが異なっている可能性もある。

　以上のような数多 くの問題点があるので，本稿では，分析の出発点として歌詞を取

り上げるが断定は極力抑える，というスタンスで，旅のモチーフと社会背景を考えて

ゆきたい。

　ここで，歌謡曲に関する用語の整理をしてお く。江戸時代以降大正期までは，清元，

長唄などの 「芸術歌謡」に対 して，都会で作 られたり変形 された大衆歌曲は 「俗謡」

と呼ばれ，そのうち特に流行 したものは 「はやりうた」と呼ばれていた。明治初期の

自由民権運動の活動家 （壮士）が政治批判の演説を歌で行う形式が現れ，「演歌」と呼

ばれるようになったが，これも 「はやりうた」の一種と言える。

　明治中期に入 り，欧化政策を進める明治政府は，国民意識統制の手段 として音楽教

育を重視 し，西洋音階と日本音階を折衷 した唱歌教育を進めた。この唱歌調は，軍歌

や学生歌などの形で普及 しはじめ，従来の 「はやりうた」を圧倒 してゆく。

　１９１４（大正 ３）年，「芸術座」が帝国劇場で 『生ける屍』を上演するにあた り，「ド

イツ ・リー トと日本俗謡の中間をねらい， 日本 中の誰で も歌える劇中歌を」， という

島村抱月の注文に答え，抱月の書生であった中山晋平が唱歌調で庶民性のある 「カチ

ューシャの唄」を作曲 した。 この曲は，教育によって浸透 していた唱歌調音階と哀感

のあるメロディー， および， 歌い易い口語による歌詞によって大流行 し， 以後， 晋

平が作曲した劇中歌は次々とヒットする。これらは 「晋平節」と呼ばれ，同時に，従

来の 「はやりうた」という呼び方 も 「流行歌」と呼び換え られるようになった ［園部

１９６２；時雨　１９６３］。

　１９３３年頃，はやるかどうかわからない曲を 「流行歌」とラジオ放送で呼ぶのはまず

い，との逓信省の意向を受けて，当時 ＪＯＡＫ の邦楽担当であった町田嘉章が，「流行

歌」に替えて，明治 ・大正期には ドイツ ・リー トのような歌曲の意味に用いられてい

た 「歌謡曲」という呼び方を用いたと言われる ［倉田　 １９７９：２３６；池田　１９８５：６８］。

従って，流行歌と歌謡曲は同義と考えてよい。

　第 ２．１節で述べ るように，昭和に入 ってから，歌謡曲はレコー ド会社が売り出 し，

映画 ・放送 ・雑誌など他のメディアと連携 しながら流行させる，という構造が定着 し

た。そこで，本稿で取 り上げる歌謡曲とは，庶民の広い層が愛聴 ・愛唱 した曲で，レ

コー ド会社が作 りだしたもの，と定義 しておく。１９６５年頃から，ヨナ抜き短音階でユ

リ （小節）の多い歌謡曲を現代版 「演歌」と呼ぶようになり，歌謡曲を演歌系のもの

に限定する風潮 も出て きたが，本稿の定義からすれば，唱歌，童謡，軍歌，輸入翻訳
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歌 を除いた，フ ォー ク，ロ ック，ポ ップス，ニ ュー ミュージ ック３）など も含 む広い範

囲を歌謡曲 と考 えるのが妥当で あろ う ［久慈 ・伊藤　１９８１］。

２． 歌 謡 曲 に見 る旅 の モ チ ー フ

２．１．　 昭和 を考察 す る意 義

　本稿で は，歌謡 曲について昭和の初 めか ら考察を始 めたい。 これ は，単に区切 りが

よいとい う理由だけで はない。 以下に述べ るように，歌謡 曲の歴史の上で も昭和 とい

う区切 りは非常に意義があ るのだが，その前提条件を形成 したの旭 １９２３年の関東大

震災であ った。 復興の過程で旧来 の東京が近代的都市に生 まれ変わ ると同時に東京郊

外 に郊外都市が形成 され始 め，洋風の都会文化を担 う市民層 が成立 し始 めるきっかけ

にな ったの がこの震災であることは，周知のとお りであ る。後述 するように，都会文

化 が醸 し出すモダニズムは，「都会賛美調」 と言 うべ き歌謡曲の ジャンル を生 み出 し，

また都市住民を観光へと誘 う 「新民謡」と呼ばれ るジャンルを も作 り出す， という形

で都会文化 は昭和歌謡曲と関わ りを持 ち始 める。

　他方で，関東大 震災は，近代的な レコー ド産業を生み出す きっか けに もな っている。

震災 が経済に与えた影 響は非常に大 き く，その対策 のひ とつ と して政府 は国産品 を奨

励する ことに し，贅沢 品の輸入制限をね らって１００％ の関説を課 したが （１９３０年），品

目のひとつに レコー ドが含 まれていた。 これに対処す るため，日本を有力 な市場と見

な していた ドイツ ・グラモフォ ン，米 ビクター，米英 コロム ビア各社 は，輸入代理店

を母胎 とす る日本 国内支社 ，あ るい は日本 の レコー ド会 社との資本提携， とい う形で，

それぞれ，１９２７年 ５月 日本 ポ リ ドール，同年 ９月 日本 ビクター，１９２８年 １月 日本 コロ

ムビアを設立 し， 日本国 内での レコー ドプレスを開始 した ［池 田　１９８５：５３－５４］。 こ

の後，１９３０年１０月 にはキングレコー ドが講談社を母胎 と して設立 され，１９３４年 ２月 に

奈良に設 立 され たテイチ クレコー ドが翌年東京 に進 出 し， ５大 レコー ド会社体制が成

立す る。

　 これ らの レコー ド会社成立時に，録音技術 も近代化 された。それまで の レコー ドは，

アコーステ ィック方式 と呼ばれ る録音方式に よってプ レス原盤が作 られて いた。 すな

３）フォーク，ロック，ポップスの定義については，それらに使用される楽器とリズムサウンド

　 で区別するのが便利であるという久慈利武氏の指摘 ［久慈　１９８２］を以下に引用しておく。 フ

　 ォークは，アメリカ民謡であるカントリー音楽が元になり，弦楽器中心。ポップスは，管楽器

　 と弦楽器によるバンド編成のもの。ロックは，１９５０年代に黒人の リズムアンドブルースと白人

　 のカントリーウェスタンが結合したビートの強いもので，電気楽器を用いたエレキサウンドが

　 特徴。ニューミュージックについては，注２８参照。
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わち，ラッ１￥°から吹き込まれた音波振動を機械的に録音機の針に伝え，ワックスの円

盤に溝を刻み，それにメ ッキを施 して原盤 とするものである。この方式では音量が小

さく雑音も多いため，既に本場アメリカではラジオ放送に押されてレコー ドの売り上

げが落ちていた。これに対 し，ベル研究所が１９２４年に開発 した電気録音方式は，マイ

クで音波を電気信号に変え増幅するもので，基本的には現在と変わらない原理であり，

従来に比べ音質 ・音量が飛躍的に優れたレコー ドの製作が可能となった。その第 １号

が１９２５年米 ビクターから発売された ［今堀　１９８０］。 日本でも，設立 された５大レコ

ー ド会社は，早速この新録音方式を採用 したレコー ドを次々と市場に送 り出し始めた。

　その題材である歌謡曲の制作方法そのものについても，近代化が行われた。それま

でのレコー ド会社は，既に巷間歌われていた浪曲や民謡を取 り上げてレコー ド化 して

いたのだが，５大レコー ド会社はそれぞれに専属の作詞家 ・作曲家 ・歌手を擁 し，自

らが売れる歌謡曲の生産を始めたのである。

　 さらに，レコー ドと他の情報メディアとの連携にも注目したい。１９２５年 ７月１２日に

東京愛宕山からラジオ本放送が開始され，翌年 ８月 ６日には東京，大阪，名古屋の放

送局を合同 して日本放送協会 （ＮＨＫ）が設立されたが， 流行歌謡曲が放送で取り上

げられ，その結果 レコー ドの売 り上げが伸びる，という形で レコー ド会社は放送とい

う新 しいメディアと連携する。また，後述する 「新民謡」運動に見られるように，雑

誌に掲載された詩のレコード化という形態での雑誌メディアとの提携，さらに，雑誌

に掲載された詩や小説の歌謡化と映画化の同時進行，あるいは，歌謡曲のヒットを受

けての映画化，などの形での映画メディアとの提携例も，１９２９年に早速見 られる。

　 かくして，放送 ・雑誌 ・映画といった各種メディアとタイアップ しながら歌謡曲を

作 り出すレコー ド会社，それを受動的にではあるが選択することによってヒット曲た

らしめる大衆，という，現在と全 く同じ構図が，まさに昭和 とともに始まったのであ

る。

　旅に関するモチーフにはどのようなものがあるかを考えてみても，昭和初期の歌謡

曲は示唆的である。本稿では，大きく 「行 く旅」，「帰 る旅」，「さすらいの旅」の３つ

の枠組みで旅を考えたい。行く旅とは未知の世界へ出かける未来志向のものであり，

必要に迫られた旅を除けば，その動機となる心情は 「憧れ」である。帰る旅は当然過

去志向であり， 「郷愁」という心情と結びつ く。 さすらいの旅はやむをえず故郷を棄

てねばならない 「棄郷」とでもいうべき事情に基づいており，「郷愁」の心情を含む。

　 この枠組みは，上京や帰郷といった生活拠点の移動のための旅に着目したものであ

るが，その他に一時的な旅 もある。一時的な旅として，観光やリゾー トとしての旅の
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他に，別れた恋人を探 しに行 く，あるいは，失恋の痛手をいやす一人旅など，別れや

未練に動機付けられた旅 も考えられる。

　世界の リゾー トには，自分が帰属する階級 ・階層より上の生活を模倣する 「憧憬」

タイプと，都市文明や工業文明の進展によって失われた大自然への 「回帰」タイプの

２つがあるとされる ［佐藤　１９９０：２７］。この分類に従えば，観光やリゾートの旅は，

移動の方向から言えば憧れに動機付 けられた 「行 く旅」に対応するが，心情的には過

去への回帰の側面を持つ ものもあることに注意 しなければならない。別れや未練の旅

も，過去への執着という心情から見れば，時間的には 「帰 る旅」である，という見方

もできよう。本稿では， このような視点にも注意を払いながら，「行 く旅」，「帰る旅」，

「さす らいの旅」という枠組みを設定する。

　 これら３つの枠組みに対応する，憧れ，郷愁，などの心情を生み出す社会状況が昭

和初期には存在 し，それぞれのジャンルの歌謡曲がすべて出そろうのも昭和初期なの

である。

　 関東大震災が都会のモダニズム文化の成立を加速 したことは前に述べたとおりであ

るが，それを享受できたのはほんの一部の都市住民にすぎない。そもそも昭和初期の

都市部の人口は，総人口の ２割強にすぎず，国民の８割は郡部に住んでいたのである

（１９２５年の国勢調査によれば，都市部２１．６°０，郡部７８．４°０）。現在とは異なり，都会一

地方という構造が 厳然と存在 していたのである。 この構造は，都会への憧れを誘う

「都会賛美調」歌謡曲，都市住民が地方風物に対 して抱 く憧れを誘う 「地方賛美調」

歌謡曲に反映されており，これらはいずれも 「行 く旅」に対応す る。憧れを表現する

もうひとつのジャンルとして 「異国情緒」 も挙げられる。近代 レコード会社設立後の

最初のヒットレコー ドが，ビクターについては 「地方賛美調」の新民謡である 「出船

の港」，コロムビアが 「異国情緒」を歌う 「モン巴里」，ポリドールが 「都会賛美調」

の 「道頓堀行進曲」と（すべて１９２８年発売），いずれも憧れを歌うものであった。

　 １９２９年コロムビア発売の 「沓掛小唄」を腐矢とする一連の 「股旅やくざもの」歌謡

曲は，義理 ・人情とともに，さすらいと郷愁を歌うものが多いが，これ らの流行の背

景にはおりからの社会不安がある。１９２９年１０月２４日の 「暗黒の木曜日」に始まる世界

恐慌と１９３０年 １月１１日から浜口内閣が実施 した金輸出解禁によるデフレ不況の相乗作

用によって，１９３２年まで日本は深刻な不況に見舞われた。一方農村では，１９３０年の豊

作による農産物価格の暴落，翌３１年の北海道 ・東北地方の冷害による大凶作によって，

一家心申や娘の身売 りが続発した。失業者や農村からの棄郷の民など都市の貧困層の

増加，農村の貧困層の増大，そしてこれらの閉塞状況を満州経営で打破 しようとする
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軍部ファシズムの影，といった社会不安は，さす らいと郷愁を哀感こめて歌う歌謡曲

が流行する下地となったのである。

　 か くして，「行 く旅」，「帰 る旅」， 「さす らいの旅」 のすべ てが， 昭和初期に 出そろ

う。 すなわち，昭和歌謡 曲は旅 の歌か ら始 ま ったと言 って も過言で はない。 この こと

と，前述 した とお りマスメデ ィアと しての レコー ド会社 の成立が昭和初 めであ った事

実 か ら，本稿では昭和以降の ヒッ トレコー ドを対象に，歌謡曲に見 る旅 のモチーフの

変遷 をたどってみたい。

２．２． 歌謡 曲 に歌 わ れ る土地

　 「ご当地 ソング」 と呼ば れる歌謡曲の ジャンル がある。 この言 葉自体 は，１９６５年の

「函館の女」や翌年の 「柳ケ瀬ブルース」あた りか ら使 われだ した。 この ジャンル は，

（１）　 「函館の女」のように，それまでの歌謡曲で登場 しなかった地方都市名が入 っ

　　 たもの。

②　むやみに地名を並べた，いわば 「地名列挙 もの」４》。

４）「地名列挙もの」の例

●１９５１年 「僕は特急の機関手で」

　 まず，この曲を生み出したＮＨＫの人気ラジオ番組に触れておかねばならない。１９４６年 １月
２９日から，日曜日昼の１５分番組 『唄の新聞』が始まった。これは，風刺の効いたコントと歌の

番組を作ろうと考えていたＮＨＫ プロデューサー丸山鐵雄が，無名の三木鶏郎グループと組ん

でできあがった番組であるが，ＧＨＱ の ＣＩＥ （民間情報教育局）の命令により半年後に中止さ

れた。 しかし，翌１９４７年１０月 ５日から，３０分に枠を広げた 『日曜娯楽版』として再スター トし，

その最後の７， ８分間に設けられた 「冗談音楽」コーナーは，コミック ・ソングを次々と生み

だして人気を呼んだ。　　　　　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　『日曜娯楽版』は，聴取者からの投稿を中心とする鋭い政治風刺コントで人気が高かったた

めに，政府筋からしばしば干渉され，１９５２年 ６，月には 『ユーモア劇場』と衣がえしたものの，

おりからの造船疑獄をパロディにしたのがきっかけで，ついに１９５４年 ６月，番組が打ち切 られ

た。現在は放送が政治批判を放棄したかに見えるだけに，当時を知る入たちの間には，大衆が

政治批判に参加できる民主主義の学校としての役割を果たした この番組を惜 しむ声が多い ［日

本放送出版協会　１９９０：１０３－１０７］。

　　「僕は特急の機関手で」は 「冗談音楽」から生まれた曲である。ちょうど１９４９年９月１５日に

東京一大阪間に特急 「へいわ」が復活 したのを背景として１９５０年１０月に放送された 「東海道線

の巻」を皮切りに，山陽線，東北線，常磐線，信越線，北陸線，中央線，関西線，山陰線から

九州，四国，北海道と，現実には走って もいない全国に特急を走らせてしまった ［丸山　１９８３：
１４８］。 途中の各地の風物を織 り込んだコミック・ソングであり，「鉄道唱歌」のパロディと考

えてよい。好評なので全国の幹線に展開された点も 「鉄道 唱歌」と同じである。「冗談音楽」

コーナーからは，この曲の他にも 「田舎のバス」，「毒消しゃいらんかね」などのコミック・ソ
ングが生まれている。

●１９６６年 「あの娘たずねて」

　 東京で出会 った娘をたずねて大阪，高松へ。
●１９６７年 「盛り場ブルース」

　 東京，札幌，仙台，名古屋，大阪，広島，博多，東京各都市の盛り場を３カ所ずつ，計２４の

盛り場地名を盛り込んだ 「ネオン艶歌」。「ネオン艶歌」については，注 ７参照。　　　　　　 ／
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（３）　 「柳ケ瀬ブルース」 のように，地元で作 られ た歌謡曲 が全 国的に ヒッ トした，

　　言 うならば 「ご当地発祥 ソング」５》。

などを特に指 して呼ぶようだが，より広 く 「地名入り歌謡曲」 と定義するのが　ｄ，的

である。 これに従えば，先に触れた 「道頓堀行進曲」や 「モン巴里」もその範躊に含

●１９６８年 「いい湯だな」

　第３．４節で触れる 「にほんのうた」シリーズのひとつ。登別，草津，白浜，別府の温泉を列

挙。

●１９６９年 「港町ブルース」

　函館を振 り出しに，宮古，釜石，気仙沼，三崎，焼津，御前崎，高知，高松，八幡浜，別府，

長崎，枕崎，鹿児島と，１４の港町地名を盛り込んだ 「港もの」。「港もの」については第５．４節

参照。

●１９７１年 「長崎から船に乗って」

　長崎から神戸，横浜から別府，函館から東京と船で移動するという設定の，各地版 「ネオン

１歌」。

●１９７７年 「昔の名前で出ています」

　京都，神戸を経て横浜に戻った女の未練を歌 う 「ネオン艶歌」。

●１９７７年 「もう一度一から出なおします」

　失恋を忘れるために長崎，尾道，伊勢佐木，函館，釧路と移動する女性。

●１９７８年 「ばちあたり」

　釧路，函館，秋田，金沢，佐世保，長崎，各地で女性を泣かせた男の自嘲。

●１９８０年 「さすらい未練」

　知床，釧路，札幌，江差，津軽海峡，横浜，嵯峨野路，室戸岬，桂浜，博多，指宿，桜島。

●１９８０年 「風雪ながれ旅」

　津軽，八戸，大湊，小樽，函館，苫小牧，留萌，滝川，稚内。

●ユ９８３年 「女の港」

　函館，長崎，横浜，塩釜，青森，佐渡と流れてゆく女。「港もの」の変形。

●１９８７年 「無錫旅情」

　上海，蘇州，無錫と，失恋の痛手をいやす旅。中国版ご当地 ソング。

５）「ご当地発祥 ソング」の例

●１９６１年 「北上夜曲」

　 １９３１年に岩手師範学校の生徒だった菊池規が作詞，彼の友人安藤睦夫が作曲したもの。師範

学校寮内， 卒業生の赴任先から徐々に歌い継がれて，作詞者 ・作曲者不明のまま戦後東京の

　「うたこえ喫茶」でも歌われるようになった。レコー ド化は，ダーク ・ダックスが盛岡でのコ
ンサー ト終了後の会合で知ったのがきっかけである ［喜早　１９８６：３６－４０］。こうしてキングか

ら発売されたものの他に，グラモフォン，ビクター，テイチク，との競作となり，映画化も競

作となって，「北上川ブーム」を現出した。 これが作詞者 ・作曲者の判明につながった ［毎日

新聞学芸部　１９８５：１４４－１４６］。

●１９６６年 「柳ケ瀬ブルース」

　 流 しのシンガー ・ソング・ライター宇佐英雄が地元ではや らせ，レコー ド会社が目をつけて

全国ヒットしたもの ［毎日新聞学芸部　１９８５：１７７－１７９］。

●１９６８年 「思案橋ブルース」，１９６９年 「長崎は今日も雨だった」

　 いずれも地元のキャバレー専属グループがレコー ド化 し， はやらせたもの 【毎日新聞学芸部
１９８５：１８６－１８８］ａ

●１９７８年 「青葉城恋唄」

　 地元の歌手さとう宗幸が ＤＪを務めていた ＮＨＫ仙台の ＦＭ放送に応募された詞に， さと

うが曲を付け，地元で１９７７年か ら歌い出し，１９７８年にレコード化されてから全国的にヒットし

た ［毎日新聞学芸部　１９８５：１９８－２００］。

●１９８１年 「奥飛騨慕情」

　 ２６歳で失明したシンガー ・ソング・ライター竜鉄也が自主制作したレコー ドが有線放送で記

録的ロングセラーとなった ［毎日新聞学芸部　１９８５：１９５－１９７］。
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まれるから，昭和歌謡曲はご当地ソングから始まったと言うこともできる。

　それでは，昭和歌謡曲にはどれ くらい地名入 り歌謡曲が生まれ，またそこで歌われ

ているのはどのような土地なのであろうか。筆者 と同じ発想で，副田義也氏は１９５６年

か ら１９７６年までの１６８曲を対象に， ５年刻みの各時期について， 歌詞に地名が含まれ

る歌の数の総歌謡曲数に対する比率を算出し，高度経済成長期には地方から都会への

人口移動６）が盛んであったことを反映 して出現率は高いが，１９７０年代に入って低下し

たことを指摘 している ［副田　１９７７］。

　本稿では，対象の範囲を昭和全体に広げ，また，歌われている地域についても分析

を試みよう。 『全音　歌謡曲大全集（１）一（６）』（浅野純編， 全音楽譜出版社）に記載され

ているヒット歌謡曲 （軍歌，ホームソングも含む）のうち，１９２８年から１９８６年上半期

までの２７０８曲を対象に，歌詞に地名が含まれる歌謡曲，あるいは地域を推測できる歌

謡曲を選び出してみた。地域対曲数の変遷を見るために，ほぽ ５年刻みで集計 したも

のを表 １に示す。 ただし，地名や地域が ２つ現れる歌については，０．５ずつ配分 して

計上 している。この表は，歌詞のモチーフとは無関係に，単に地域 と曲数の関係だけ

図ｔ　地名入り歌謡曲の出現率の推移

６）人口の国内地域移動，すなわち，常住地の変更を伴う移動を指す ［総理府統計局 １９８４：３－

５］０
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表1昭 和 歌 謡 曲
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3

4

6

13

3

4

2

2

4

1

6

3

2

1

2

1

1

3

4

　 6

　 7
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　 8
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1

1

1

1

1

1

2

4

4

2

9

2

6

2

1

2

4

2

8

1

1

3

2

3

3

1

3

1

2

1

2

3

4

1

4

3.5

4

1

3

1

1

2

2

3

4

6

1

3

1

2

3

1

1

3

5

5

5

2

2

1

1

1

4

1

1

1

1.5

2

1

2

4

計 35 1 81 12 146 14 9 20.5 7 15 21 23 8 4.5 1 7

注1地 名を特定しない北方 　2赤 坂,六 本木,原 宿など 　3地 名を特定しない南方

を示 したものではあるが,い くつかの興味ある事実を示唆してくれる。

　まず,通 説の通 り,東 京を舞台とする歌謡曲数が飛び抜けて多いこと,ま た,東 京

の盛 り場が,浅 草,銀 座から,戦 後は新宿や赤坂 ・原宿 ・六本木へ,さ らに横浜 ・横

須賀へと外延化 していることが歌謡曲にも反映されていることがわかる。 また,『 歌

謡曲大全集』で見る限り,長 崎を歌うものが第2位 であるとする通説は誤 りであって,

大阪が第2位 である。

　各時期における,ヒ ット歌謡曲総数に対する地名入 り歌謡曲の出現率を示 した図1

も参照 しながら,戦 前の地名入り歌謡曲について見てみよう。1928年 か ら34年の第1

期には,出 現率は40%で あり,他 の時期に比べて非常に高い。この事実は,昭 和歌謡

曲はご当地ソングから始まった,と 先に指摘 したことを裏付けている。歌われている

地域について見れば,第1期 では,東 京 ・京都 ・大阪など憧憬の地としての大都会,

湘南 ・伊豆 ・箱根など首都圏周辺の観光地など,極 めて限定 されているが,1931年 満

州事変,翌 年の第一次上海事変を契機に戦線が拡大 した第2期(1935年 から1944年)

には,満 州,上 海,さ らに軍の南進に伴ってタイ,ジ ャワなど,い わゆる 「現地 もの」

が急増 して地名入 り歌謡曲の57%を 占めるとともに,社 会不安を反映 して,「 マ ドロ

スもの」の舞台としての利根 ・潮来 ・博多,「股旅やくざもの」の舞台 としての上州・

信州など,漂 泊感 ・無常感の舞台が増加 して くる。この点については,第4章,第5
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4　 パ リ,ロ ン ドン,ピ レネー,ロ ー マ,ジ ャマ イ カな ど

章で詳しく考える。

　敗戦直後の1945年 から49年では,歌 われる地域は東京に集中する(地 名入 り歌謡曲

総数の46%を 占める)。 その後,一 時的に東京の相対的地位は低下するが,1955年 か

ら59年までの時期には東京の歌が急増する(地 名入 り歌謡曲総数の42.5%を 占める)。

これは,経 済成長期に入って地方から東京への大規模な人口移動が生じ,地 方と東京

との交流の歌が数多 く現れたことが大きな原因である。 この点については第4.6節 で

詳 しく見る。1960年 から64年の時期には,地 名入り歌謡曲の出現率が戦後期における

ピークを示すが,図2に 示すように,こ の時期に人口移動が最も大きかった事実と符

合する。移動の目的地として都会が多 く歌われただけではなく,風 情豊かに歌われた

地方の歌がそこの出身者から支持される,と いう形で地方の歌が増えたことも理由の

一つであろう。 この点に関しては,日 清・日露戦争への出征のため地方から青年・壮年

男性が各地の連隊に集められた時期に民謡が盛んになり,大 正期の民謡運動につなが

っていった事実が想起 される。すなわち,大 きな人口移動が生じると地方の歌が増加

するのである。これは,大 衆側からの動機による地方の歌の増加現象と言えよう。

　 これに対 し,1965年 から69年の時期に歌われる土地が地方に広がったのは,キ ャン

ペーンとして提起された地方分散が大きな要因であろう。人口が都会へ集中した後に

は,集 中による弊害への反省,お よび地方人が都会に対 して抱 くルサンチマンの結果
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総理府統計局編 『人口移動』１９８４年より作成

図２ 人 口 移 動

南関東 ：埼玉，千葉，東京，神奈川　　西近畿 ：京都，大阪，兵庫

北陸東山 ：新潟，富山，石川，福井，山梨，長野

大都市圏計 ：南関東，西近畿，岐阜，静岡，愛知，三重の計

として，地方復権 ・地方分散が唱えられるのが常である。歌謡曲の世界においても，

この時期，「ご当地ソング」 という言葉が使われ始め， 「ネオン艶歌」７）の舞台が地方

都市へ波及する，といった地方分散現象が生 じたのであった。

　１９７０年以降，地名入 り歌謡曲の出現率は一挙に低下する。副田論文では第一次石油

ショックによる人口移動の低下をその理由として挙げている。実際，戦後期における，

図１の地名入 り歌謡曲出現率を示す折れ線と図 ２の大都市圏への流入人口を示す折れ

線との間の見事な相似は，注目に値する。筆者は，人口移動の低下だけでなく，歌謡

曲の果たすメッセージ性が低下 し，旅の動機付けは他のメディァが果たすようになっ

たことも，地名入 り歌謡曲の出現率が減少 した理由であると考えるが，この点につい

７）ネオン街すなわち夜の盛り場が隆盛を見せる１９５５年頃以降に登場した，そこに生きる不遇・

　薄幸な女性の哀感を描く曲。１９６５年から１９７５年にかけて多作されたが，それ以降は数が減って

　いる。薄幸な女性が減少したからであろうか。
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ては次章の第３．４節，３．５節で論じたい。

　第一次石油ショックを経て低成長期に入 り，経済的理由による人口移動，すなわち，

移住は減少 したが， 「成長」から 「ゆとり」へとパラダイムが転換 されるのに伴い，

若者や女性をターゲ ットとする観光旅行が奨励された。１９７５年以降，常夏をイメージ

するような，地名を特定 しない南方の島，地中海，アメリカ西海岸を舞台とする歌が

増加 しているが，これらはすべてアイ ドル歌謡やニューミュージックであり，若者の

観光旅行が南方や海外を指向 していることを如実に反映 している。

　一方，１９７０年以降，東北や地名を特定 しない北方を歌ったものが増加 している点に

も注目したい。 「津軽海峡冬景色」に代表されるように， 失恋の結果都会から北の地

方への帰郷を歌ったもの，あるいは 「北の宿か ら」のように，北の地方から都会の恋

人との別れを歌 うもの，など，恋人との別れや未練をモチーフとする哀感のこもった

演歌である。別れや未練をモチーフとする点では社会性の乏しい私的な歌であると言

えるが，前者は高度成長期に上京 した者が都会で挫折 （失恋） し故郷へＵターンする

歌であり，後者は地方に残る者が都会人に対 して抱 く未練の歌であると解釈すれば，

高度成長期の人口移動という社会事象が背景にあるという見方 もで きる。いずれに し

ろ，哀 しみの演歌は北方のイメージに合 う。つまり，演歌は北に向かい，アイ ドル歌

謡やニューミュージックは南に向かうのである。

　 さらに注目しておきたいのは， 「おもいで岬」や 「北国の春」に見 られるように，

地方の自然を賛美する歌の存在である。周知のように，１９６０年代後半，公害の激化を

背景に，それまでの科学技術至上主義に対する異議申し立てがなされ，自然回帰志向

が現れたが，それに対応するのが，北海道や東北地方への郷愁と自然回帰とを結び付

けるこれらの歌であろう。

　以上，見てきたような様々な要因が絡み合 った結果，１９６０年以降，歌われる土地が

地方に広がった。ここでは，地名入 り歌謡曲の数量変化をマクロに概観 したが，歌詞

の内容に立ち入った分析は次章で行う。

２．３． 旅 に 関 す る モ チ ー フ

　地名入 り歌謡曲は，旅に関するモチーフについて考察する手がかりのひとつとなる。

しか し，表１でわかるように，必ずしも地名を特定 しない傾向が１９６０年以降強まって

いることも考えあわせると，題名や歌詞に地名が含まれているものだけではなく，あ

る場所の風物や情景が描写されているもの も，旅に関係する歌と考えねばなるまい。

そこで，本稿では， これらも広義のご当地ソングと捉え，「地名 ・風物入 り歌謡曲」
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と名付 けることにする。

　本稿では考察 の対象 と して ヒ ット歌謡 曲を取 り上げ る。前節で使用 した 『歌謡曲大

全集』 では， ヒッ トの基準 があま り明瞭で ない。そ こで ，以後 の考察において は， レ

コー ドの売 り上げを ヒッ トの指 標 とす ることと し，１９７１年 までにつ いて は日本 レコー

ド協会が１９７３年に作成 した資料 『昭和の ヒッ ト曲 レコー ド年表』， １９７２年 か ら１９８７年

までについては， 『オ リコン年 鑑』記載 の各年 シングル ・ベス ト２０を ヒット歌謡 曲と

して採用す る。 ただ し，このふたつの資料が基礎 とす るレコー ドの売 り上げ枚数は，

レコー ド会 社が発表 したものであ るか ら，必ず しも実数を表 していない と考えた方が

よい。 また， ラジオ番組や有線放送への リクエス ト数を考慮 した もので はない こと，

年齢層に よる嗜好の相違 も考慮 していない ことも含 めれば，歌謡 曲の流行の実態をす

べて反映 した もので はない ことも，あ らか じめ断 ってお きたい。

　 これ らの ヒット歌謡 曲の中か ら， 「地 名 ・風物入 り歌謡 曲」を抽 出 してみ ると， 大

きく次 のようなタイプに分類で きる。

　（１） その場所 の風物 ・情景を風情豊かに歌い込 むもの。

　（２） 物語の舞台背景 と して地名や風物 を歌い込 むもの。

　 昭和初期か ら現在 まで ， こう した歌謡 曲を 通覧 してみると， 時代 を 追 うごとに，

「都会賛美調」，「地方賛美調」歌謡曲のようなタ イプ（１）の ものか ら，タイプ（２）の もの

へと変化 し，それにつ れて，歌詞の話法 も客観的 な叙景か ら主観 的な独 白へと変化 し

ていることがわが る。

　歌詞のス トー リーに基づいて シナ リオを作 り，映画化 するという状況を想定 してみ

よう。その ように考えて みると， タイプ（１）の もの は，カメ ラを引いて ロング ・ショッ

トで風物 ・情景を描 き，登場人物 も大 きな役割を演 じないが，タイプ（２）のものでは，

登場人物に カメラが近 づいて画面の 中心に置 かれ，風物はその背景 と して描かれるに

すぎない。すなわ ち，タイプ（１）はロング ・ショッ ト，タイプ② はクローズ ・ショッ ト

の画面作 りなのである。 特にタイ プ（２）の うちで も，前節で述べ た地名列挙 ものの中に

は，列挙 され る地名 は歌詞のス トー リーに とって意味を持 たず，全 く別の地 名を並べ

て もなん ら差 しつかえない くらいの ものも多い。

　前に述べた旅の枠組 みか ら言 えば，タイプ（１）の うち，地名 を特定す るものは憧 れを

誘 う 「行 く旅」 のモチーフに，地 名を特定 しない ものは郷愁 や自然回帰を誘 う 「帰 る

旅」 のモチ ーフに，それぞれ対応す る例が多 い。なぜな らば，憧れ は特定地への収束

を，郷愁や 自然回帰 は聴 く者それ ぞれのイメージを投影で きる多値性を，それぞれ必

要 とす るか らである。 しか し，時代が下 るにつれて これ らのモチーフを持つ歌謡曲が
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減 り，恋人との別れ，未練を歌う背景として地名が含 まれるにすぎないタィブ②のも

のが主流となってきている。

　 いささか結論を急ぎすぎたが，次章以降では，主に憧れをモチーフとすることによ

って 「行 く旅」に関係 してくる 「地名 ・風物入 り歌謡曲」，「帰 る旅」に関係する郷愁

の歌，「さすらいの旅」の歌，そ して数は少ないが，「希望や夢追いの旅」の歌を取 り

上げ，それぞれの変容と社会背景との関係を考えてみる。

３． 地名 ・風物入 り歌謡曲

　 ３．１．　 都 会賛美 ・地方 賛美 ・異 国憧 憬 　昭和 初期 か ら戦争 まで

　前述 したように，昭和の歌謡曲は 「都会賛美調」，「地方賛美調」，「異国情緒」の３

つのタイプの地名 ・風物入 り歌謡曲から始まった。

　（ａ） 都会賛美調の歌謡曲

　１９２８年 「道頓堀行進曲」，１９２９年 「神 田小唄」， 「東京行進曲」， 「浪速小 唄」， 「祇園

小唄」，１９３０年 「浅草行 進曲」 （道頓堀行進曲を改詞 した もの）， 「夜 の東京」， １９３２年

「銀座 の柳」，１９３３年 「東京音頭」，１９３６年 「東京 ラプソデ ィー」 と数多い。いずれ も，

都会風物を詳 しく，客観 的な口調で描 いていて，あ たか も当時 の風俗写真を見 る思 い

がす る。 特に 「東京行進曲」 は，震災復興後 のモダ ン東京 を描 こうとす る作詞者西条

八十 の意図を反映 して， ジャズ， リキュル，ダンサー，丸 ビル，ラ ッシュア ワー，地

下鉄 ，バ ス， シネマ，小 田急， デパ ー ト，などの言 葉を散 りばめ，昭和初 期の東京 の

景観やモダ ン人種 の生活が現在 とほとんど同一であ ったことを，あ らためて教 えて く

れ る。 また， この歌謡 曲は， 雑誌 『キング』８）に掲載 された菊池寛の小説 を日活が映

画化す る際に主題 歌と して企画 された ものであ り，メデ ィア立体化の例と して も知 ら

れ る。

　 これ らの都会賛美調歌謡 曲は， 当時の日本 のほんの一 部の現実にす ぎないモダ ン文

化を地方 に伝 え，地方住民の憧 れや羨望をか き立 てたのであ った。

　（ｂ） 地方 賛美調 の観光歌謡曲

　第 ２章で述 べた電気録音による最初 のヒ ットレコー ドは，雑誌 『キング』１９２５ （大

正１４） 年 ９月 号に掲載 された新 民謡 「出船の港」を ビクターが１９２８ （昭和 ３）年 １月

８）講談社が１９２５（大正１４）年 １月に創刊した家庭雑誌で，１９５７（昭和３２）年廃刊。小説だけで

　 なく，新民謡の普及にも力を入れたことで知 られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９５９
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に レコー ド化 した ものであ った。 昭和歌謡曲は新民謡か ら始 まった，と しば しば言 わ

れ るの は， この ことに よる。

　新 民謡 とは，古来の自然民謡や口承民謡 とは異 なる，専門の作詞家 ・作曲家の手に

なる創作民謡のことであ る。 明治の中期頃以降か ら大正年間にか けて，野 口雨情，北

原 白秋 などを中心に作 られた民謡調詩集に山 田耕搾，弘 田竜太郎，中山晋平な どが曲

をつけた民謡調歌謡が数多 く作 られたが，大正 中期以降に は新民謡運動 と呼ばれ るほ

どに盛んにな り， 「出船の港」や 「鉾をお さめて」の ようにおお らかな海の男達 の労

働風景 （ともに勇壮 な捕鯨 を題材 と している点が興味深い）を歌 った ものの他に，特定

の温泉 や観 光地が宣伝用の歌 の制作を詩人 や作 曲家に委嘱す る例が続 出 した。観 光歌

謡が全 国的に ヒットする最初 の例 と言え る。 それまでの民謡の流行 は，日清 ・日露の

戦役によ って人 の移動が盛んにな った結果生 じた ものであ り，地方 か ら都会へ民謡が

広ま ったのに対 し，新 民謡 は都会で作 られて地方に広ま った もので ある［園部 　１９６２：

１００］。

　観 光客誘致を 目的 と して 作 られた 歌謡曲の 例 としては， 地元の依頼 による１９３０年

「竜峡小唄」９），１９３１年 「茶切節」１０），民謡 「伊那節」 を元に作 られた１９３３年 「天竜下れ

ば」，地元の依頼による１９３４年 「鹿児 島小原良節」１１），１９３５年 「野崎小唄」１２）など数多

い。新 民謡 ではないが，地 名ブル ース もののひとつであ る１９３９年 「熱海 ブル ース」 も，

熱海温泉 が レコー ド会 社に委嘱 してで きあが った ものであ る１３）。これ らはいずれ も観

光客誘致 を目的 と した ものであるか ら，都会人士で ある作詞家 ・作曲家か ら見 た地方

情緒 を賛美調 ・お国 自慢 調で盛 り込んだ もので あ り，都会人のために地方を観光化 ・

商品化 し，都会人の地方 への憧 れを誘引す る機能を果た した。 これ らの歌に は，先に

述 べたカメ ラワークになぞ らえれば ，ロング ・ショッ トで風物を叙 景 した ものが多い。

　 こう した地元か らの委嘱歌謡 曲に限 らず， ヒッ ト歌謡曲が観光ブームを引き起 こす

例 も， この時期に は多か った。雑誌 『婦入世界』に 発表 された新 民謡を レコー ド化 し

９）天竜川のほとり長野県川路村青年団が委嘱した。

１０）静岡電鉄が，沿線に作 った狐ケ崎遊園地と割烹旅館 「翠紅園」のイメージソングの作成を北

　 原白秋に依頼した。茶の宣伝 も兼ねていた ［沢野　１９８９：２０］。

１１）鹿児島市の依頼を受けた西条八十，中山晋平が，地元の芸者達から聴 き取った民謡を元にで

　 きた曲。その時の芸者の一人が晋平に呼ばれて上京，新橋喜代三の名でポリドールか ら歌手と

　 してデビューし，「會長の娘」，「鹿児島小原良節」， 「唐人お吉」，「明治一代女」などのヒット

　 を飛ばした。その当時は，芸者から歌手に転ずる例が多 く，「ウグイス芸者」と呼ばれた。ま

　 た， この喜代三が晋平の後妻となったというのも有名な逸話である ［丸山　１９８３：４６；ポ リド

　 ーノレ　　１９７８ａ：２５］０

１２）野崎観音への参詣客の減少対策として地元四条村の村長が ＰＲ ソング作成を発案した ［毎日

　 新聞学芸部　１９８５：２１－２３］。

１３）戦争の激化で浴客の減少に悩んだ熱海温泉が３「熱海観光祭り」を企画し，その主題歌を ビ

　 クターに依頼したもの。浴客が覚えて帰り，関西地方から流行し始めた ［ビクター　１９７７ａ：５０］。

９６０
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た１９２８年 「波浮の港」は伊豆大 島に観光 ブームを引 き起 こ し， さらにその後１９３２年末

に発売 された 「島の娘」 と，翌 １９３３年に伊豆大 島で 自殺が続 出 した こと１４）によ って，

観光 ブームに拍車がかか ったと言 われてい る。

（ｃ） 異国情緒を描 く歌謡曲

　ユ９２８年 日本 ビクタ ーの最初の ヒッ トレコー ドが新民謡 「出船の港」であるのに対 し，

日本 コロム ビア最初の ヒッ トレコー ドは，宝塚歌劇で１９２７年 ９，１０月に上演され たレ

ビュー主 題歌 の大流行を受 けて，１９２８年に レコー ド化 された 「モ ン巴里」であ った。

この曲 は， 同年， ビクター， コロム ビアの 競作 と な った 「アラビヤの歌」， １９３１年

「パ リの屋根 の下」 などとともに，異国への憧れをか きたて るものであ った。

　 しか し，歌謡曲が歌 う異国の対象 は，１９３１年 ９月の満州事変，１９３２年 １月 の第一次

上海事変，１９３７年 ７月 の藍 溝橋事件 と ８月 の第二次上海事変 による日中戦争の本格化

を契機 と して，南方 や中国大陸へ と向かう。

　１９３０年に レコー ド化 された 「酋長の娘」 は，１９１９ （大正 ８）年南洋群島が日本 の委

任統治領にな った ことによ って起 こった南方 ブームが背景にある し１５），満州事変 ，上

海事変の後に は，満州 や上海な どを舞台と した 「現地 もの」 が続 出 した。特に ，１９３２

年 「さらば上海」，１９３６年 「上海 リル」， １９３８年 「上海 の街角で」， 「上海ブル ース」，

１９３９年 「上海 の花売 り娘」などの 「上海 もの」 は，戦争 の拡大 とともに 国内では 自由

が失われつつあ ったのに比べて ，上海が ジャズのメ ッカで 自由な国際租界であ るとい

うイメージがあったために （「上海バ ンスキング」で描かれてい るように），異国への

憧れ とと もに自由へ の憧れを代弁 する働 きを した とも考 え られ る。

　 この他 に，１９３８年 「満州娘」，「支那 の夜」，１９４０年 「蘇州 夜曲」，１９４２年 「ジャワの

マ ンゴ売 り」，「南の花嫁 さん」 などは，いずれ もそれ ぞれ の土地 での若い女性を賛美

す る歌ではあるが，風情を詳 しく盛 り込んでお り，戦地 の拡大を背景 とす る異国情緒

を明 る く歌 う作 品で ある。

１４）１９３３年 １月９日，三原山に実践女学校専門部の生徒が投身， ２月１２日その友人が後を追った

　のをきっかけに，年内に９４４名（！）が実行 した ［池田　重９８５：９６；毎日新聞社 １９８９：１０３］。こ

　の他にも，１９３２年 ５月に大磯坂田山で起こった心中 ・死体盗掘事件に材を取った 「天国に結ぷ

　恋」（松竹同名映画主題歌）によって見物老や心中が増加した例があり ［加太　１９７５：４０－４１］，

　自殺や心中事件を題材とするキワモノ映画 ・歌謡曲と観光ブームとの間で相乗現象が生 じる

　ことにも，注意 しておくべきであろう。

１５）第一次大戦後，１９１９年 ６月のベルサイユ条約によって，大戦中に日本軍が占領した旧独領の

　南洋群島 （マ リアナ，パラオ，カロリン，マーシャル）を日本の委任統治領とすることが決定

　され，翌１９２０年１２月国際連盟理事会はＣ式委任統治条項を決定し，ここに正式に日本の委任統

　治が発足，１９２２年 ３月にはパラオ諸島コロール島に南洋庁が設置され，それまでの軍政か ら民

　政に移行した。南洋庁は産業振興，教育普及を行う一方，移民を奨励 したため，日本国内には

　南方ブームが起こった。その頃，旧制高知高校の記念祭で生徒達がフラダンスを踊りながら歌

　ったのが，この 「酋長の娘」の元唄であると言われる ［ポリドール　１９７８ａ：２２］。

９６１
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３．２． 憧 れ と現 実 　 １９４５－１９５５年 頃

　敗戦 とともに都会賛美調，地方賛美調の曲 は姿を消 し，地名 ・風物入 り歌謡 曲は，

敗戦東京の現実を直視 し哀感を こめて歌 う，いわば社会 派歌謡 と言 うべ きもの，現 実

から逃避 して戦前 の東京を憧憬 した り希望を歌 う明 るい曲調のもの，ア メ リカ文化 の

流入を背景 とするアメ リカへの憧れを歌 うもの，の ３種 に大き く分かれた。

　第 １の グループには，数あ る日本 の歌謡曲の中で恐 らく最 も社会的主張の明確 な曲

で ある１９４７年 「星 の流 れに」１６），１９５３年 「街 のサ ン ドイ ッチマ ン」，１９５５年 「ガー ド下

の靴 みが き」な どがある。

　 第 ２のグル ープには，１９４８年 「東京 ブギ ウギ」，１９４９年 「銀座 カンカン娘」，１９５１年

「東京 シューシャィ ンボーイ」の ような底抜 けに明 るい解 放感に満 ちた ものや，戦 前

の東京 を懐古す るよ うな１９４７年 「夢淡 き東京」，「東京の花売娘」， そ して， 敗戦に よ

ってすべて な くな ったが，パ ン ドラの箱のよ うに， ただささやかな希望 や夢 だけはあ

るという， ある意味では これほど前向 きの心情を歌 った曲 はないと思 われるような，

１９４８年 「東京の屋根 の下」， １９５０年 「東京 キ ッド」などが挙 げ られ る。 特に 「東京 キ

ッド」 は，チュウィンガム，チ ョコレー ト，フラ ンス香水など，進駐アメ リカ兵 の も

た ら したアメ リカ文化を取 り上 げて お り，風俗歌謡 のおもむきを持つ。

　 進駐軍 が もた らした豊かなアメ リカ文化への驚 きは憧れ へと変わ る。 １９４８年 「憧 れ

のハ ワイ航路」 は，第 ５章 で述べ る 「マ ドロス もの」 の形 を借 りなが らアメ リカへの

憧れを歌い，第 ３のグル ープに属 す る。１９５０年 「桑港のチ ャイナタ ウン」 も，戦 争中

か ら引 き続 く中国現地 ものの形を借 りてはい るが，アメ リカ憧憬 ・賛歌 と言え よう１７）。

　 これ ら３グル ープの他に，憧れや希望を歌 う一群の明朗歌謡曲があ る。１９４９年 「青

い山脈」１８），１９５１年 「水色 のスーッケ ース」（哀調 も帯 びてい る），１９５２年 「憧れの郵便

１６）奉天から引き揚げてきた２２才の元看護婦が夜の女 （いわゆるパ ンパン・ガール）に転落せざ

　るを得なかった顛末が，１９４６年 ８月２９日付け東京日日新聞の建設欄 （投書欄）に投稿された。

　これを読んだ作詞家清水みのるが，やり場のない憤 りを叩き付けるようにその夜 ３時間で一気

　に詞を書 き上げ，それを読んだ作曲家利根一郎も意気に感 じて混乱の上野を彷径しながら曲想

　を練った， というエピソードで知られる ［加太 １９７３：９０；池田　１９８５：２５１；毎日新聞学芸部

　１９８５：５４］０

１７）この他に，それほどヒットはしなかったが，「アメリカ通いの白い船」，「君と行 くアメリカ

　航路」，「ハワイ航空便」などが作 られた。

１８）この曲は，ラジオ，テレビなどの 「あなたの好きな曲アンケー ト」で必ず上位にランクされ

　ることで有名である。例えば，注 ２で触れた 「ＴＢＳ全国歌謡大調査」の結果でも，この曲の支

　持率は約５１％に達し，第 １位であった ［東京放送調査部　１９８１；鈴木　１９８１］。戦前の重苦 し

　さから決別し，民主主義の明るい未来を夢見る人々の心情に訴えたその明るさが，現代も人々

　の心をとらえるのであろう［毎日新聞学芸部　１９８５：６９－７１］。ただし， この曲は東北を舞台と

　したものである。

９６２
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馬 車」，１９５４年 「高原列車 は行 く」な どであ る。 いずれも， 地名を特定 してはいない

が，南方，高原，青い空 などの言葉 が，憧れ とロマ ンを表すキーワー ドとして機能 し

ているのであ る。

３．３．　 都会 賛美 と都会一 地方 の歌 　 １９５５－１９６５年 頃

　「もはや戦後で はない」 と１９５６年度 『経済白書』 （１９５６年 ７月発表） が述べた ように，

経済水準が戦前 ・戦 中の ピ’一ク時の レベルに 回復 したのが，１９５５年 頃で あった。 経済

復興に と もな って，地方 か ら都市圏， 特に首都圏への人 口移動は非常 に大 き くな った。

例えば，東京都への人 口移動を見 ると， １９４７－５０年の間に９５万人 ， ５０－５５年では１３２万

人，５５－６０年で１１６万人に達す る ［総理府統 計局　 １９８４：１０－１１，２０－２１］。

　 こう した社会状況を反映 して， この時期 の 「地名 ・風物入 り歌謡曲」 は，復興 した

モダ ン東京を賛美す るもの，人 口移動に伴 う都会一地方の交流を歌 う もの，の ２つ の

タイプに よって特徴付 け られ る。

　 前者 のタイプに は， １９５６年 「東京の人」， １９５７年 「東京午前三時」，「有楽町で逢い

ま しょう」１９）， １９５８年 「西銀座駅 前」，「銀 座九丁 目水 の上」などが挙 げ られ る。 これ

らには， もはや敗戦の影 は全 く見 られず， あか らさまな賛美 の言葉 も使われてはいな

い。 しか し，ナイ トクラブ， ドレス， キャデ ラ ック （東京午 前三時）， ビル， テ ィー

ルーム，デパ ー ト， ロー ドショウ （有楽町で逢 いま しょう）， メ トロ， ネオン， ジャ

ズ喫茶 （西銀座駅前）， カ クテル， シャンデ リア， ハ イボール （銀座九丁 目水 の上）

な どｆ さりげな くではあ るがカタカナ言 葉が多 用 され，東京 のモダンさを歌いあ げて

いる。 これが地方人の都会への憧 れを誘 ったのである。

　 こうして ，多 くの地方 人が東京を は じめ都会圏に移動 して きたことを背景に ，１９５５

年か ら１９５９年にか けて，地方に 残された者 が都会へ 出た者に帰郷 を呼 びかける歌，都

会へ 出て きた者が故郷へ呼びかける歌が頻 出 した。 これについては，次章の第 ４．６節

で詳 しく取 り上 げる。

　 高度成長 の始 まった１９６０年以降，国民生活の水準 は確実に向上 した。１９６１年に レジ

ャー ・ブームという言葉がマス コ ミに登場 し，各種 の レジャー ・ラン ドが私鉄沿線 に

１９）１９５７年 ５月２５日，東京 ・有楽町に進出した 「そごう」が，米映画 「ラスヴェガスで逢いまし

　ょう」をもじった 「有楽町で逢いま しょう」を宣伝 コピーとした。これに目を付けた作詞家佐

伯孝夫が 「そごう」に歌謡化を申し込んだのがきっかけとなり，大映，雑誌 『平凡』，ビクター，

　そごうの４社がタイアップしてできた曲 ［丸山　１９８３：１１５－１１７；ビクター　１９７７ｂ：４０］。現在

　では当たり前となっている，会社のイメージソングがヒット歌謡曲となった例である。ある意

　味では百貨店も情報を売る企業だと考えれば， ４種の情報メディア連携の例であるとも言えよ

　う。

９６３



国立民族学博物館研究報告　 １５巻４号

続 々開園２０），伊豆急行が伊東 ・下 田間を開業 した （１９６１年１２月）のを受 けた伊豆旅行

ブーム，国民休暇村第 １号が大 山鏡ケ成 （かがみがなる）に開業 （１９６２年１１月）など，

国民生 活の向上に伴 って旅 や観光行動 は盛んにな った。地名 ・風物入 り歌謡曲におい

て は， ご当地発祥 ソングで もあ る１９６１年 「北上夜曲」， 奄美情緒を歌う１９６３年 「島の

ブル ース」，長崎情緒を歌 う 「長崎の女」，後述 す る 「港 もの」 ジャンルで ある１９６４年

「ア ンコ椿 は恋 の花」などが恋物語 の舞台 と して風物 を歌 ってい るが， ヒッ トレコー

ドの範囲で見 る限 りレジャー ・ブームと特に関連 を持つ曲 は見あた らない。

３．４．　 ご当地艶 歌 か らデ ィス カバ ー ・ジ ャパ ン ・ソ ングへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９６５－１９７５年 頃

　１９６５年頃か ら，地名 ・風物入 り歌謡 曲の世界で は地方が クローズァ ップ され始 める。

ひとつの動 きは，永六輔，いずみた く，デュークエイセスが１９６５年 ４月 か ら開始 した

「に ほんの うた」 シリーズ企画で あ り， もうひ とつは，１９６５年か ら１９６９年 にかけての

「ご当地 ソング」 ブームであ る２１）。

　 「にほんの うた」企画 は，歌の消耗 品化が進む 日本 の歌謡界で，営利を度外視 して，

心に残 る日本の歌 を作ろ うとい うね らいか ら，各都道府県に １曲ずつオ リジナル ・ソ

ングを作 るもので あった ［毎 日新聞学芸部 　１９８５：１８０－１８２］。 この シリーズか らは，

群馬 の 「いい湯 だな」，京都 の 「女ひ と り」，宮崎の 「フェニ ックス ・ハネムー ン」２２》，

神戸 の 「別れた人」 などが生まれてい る。

　 いわば これは，新民謡の復活２３）で あるが，昭和初期と違 って この シ リーズの場合 は，

各地 を賛美 した押 しつ けが ま しいお国自慢調 のものではない。 というの も，地方 の都

会化 が進 み，それまで の都会一地方 という対立 関係が もはや意味 を持たな くな り，歌

謡 曲の世界において も，都会賛美 ・地方賛美 がモチー フとして成立 しに くくな ったた

めで はなか ろうか。 実際， 図 ３に 示すよ うに， 市部一郡部の人 口比率 推移を 見 ると

［総務庁統計局　 １９８６：２２－２３］， 人 口５０００人以上の人 口集 中地区に住む人口は， １９６５

２０）１９６１年７月 「奈良 ドリーム ・ランド」，１２月 「富士急ハイランド」，１９６３年３月 「読売ランド」，

　１９６４年 ８．月 「横浜 ドリーム ・ランド」など ［日本交通公社　１９７９］。

２１） この他，１９６６年４月 ７日から， 宮田輝の司会で始まった ＮＨＫ テレビ 「ふるさとの歌まつ

　り』（１９７４年３月２８日終了）も，地方に目を向ける動きのひとつであろう。

２２）１９６５－６７年にかけて，南九州方面への新婚旅行が増加したことを反映 している。

２３）第３．１節で述べた昭和初期の時期だけではなく，地元が専門家に新民謡の創作を依頼し，そ

　れが定着した事例はそれ以降も引き続いて数多 く存在する。例えば，１９４９年 「宮城野盆唄」（宮

　城県），１９５３年 「北海大漁節」（北海道），１９５４年 「リンゴ節」（青森県），１９５８年 「武田節」（山

　梨県），１９６６年 「十勝馬唄」（北海道）などがある［毎日新聞社　１９７９］。 しかし，これらはレコ

　ー ドが全国的にヒットしたものではない。
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図 ３　 市部 ・郡部別入［コの割合

出典 ：総務庁統計局 （編）

　　　 『我が国人口の概観』１９８６年 日本統計協会

年で全人 ロの６７．９°０，１９７０年で７２．１％ に達 してい る。 日本全 体の平準化 が進 んだと言

え るのであ ろう。

　都会 一地方 という対 立関係 が 歌謡曲で 消滅するという変化 は， 「ご当地 ソング」 と

名付 け られ た一連の歌謡曲に もあてはまる。 １９６５年 「函館の女」， １９６６年 「柳 ケ瀬 ブ

ル ース」 を始 めと して， 数 々の地 名入 り歌謡曲が作 られ， 特に１９６９年に は，「長崎 は

今 日も雨だった」，「池袋の夜」，「港町 ブルース」が ヒ ットす るなど， ピー クを迎 える。

　 これ らの歌は，

（１） 地方都市の盛り場の女性の悲恋を歌う 「ネオン艶歌」。

（２） 別れた恋人への未練の歌。

㈲　昔の恋人をしのぶ慕情の歌。

の ３タイプに大 きく分 けられ る。 「柳 ケ瀬 ブル ース」 や， 「港 もの」 の範疇で もある

「港町 ブルース」 などは（１）のタイ プに属 する。１９６８年 「長崎 ブル ース」，「思案橋 ブル

ース」
， １９６９年 「長崎 は今 日も雨だった」な どの一 連の長崎 ものや， １９６５年 「函 館の

女」， １９６７年 「博多の女 」な どは，タイプ（２）であ る。 この ２つ のタイプは悲恋や未練

の舞 台と して地名が歌われているだけであ って， ことさ らにその土地 が意味を持つの

ではない。従 って， これ らのいわば 「ご当地艶歌」 には，その土地 の風情 を詳 しく歌
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い込 むとい う姿勢は見 られ ない。

　 これ らに対 して，１９６３年 「長崎の女」，１９６６年 「霧の摩周湖」，１９６７年 「小樽 のひと

よ」，１９７５年 「千曲川」などのタイプ（３）は， 昔の恋人を しのんで， 思い 出の地や恋人

の故郷 を訪ね るとい う設定 の ものであ り， ある距 離を置いて恋人 を振 り返 ってい る。

この ことは，歌詞の中で恋人 を 「あのひと」 と第 ３人称で呼ぶ歌 の多 い点に も現 れて

お り， タイプ（１）や（２）には 「君」 「あなた」 と第 ２人称で呼ぶ歌が多いのと 対照 的で あ

る。 かつての恋人か ら距離を置いて振 り返 る分 だけ，蘇鉄の花 ，青い海，砕 ける波 ，

煙たなび く浅間 山など，背景で ある思い 出の地 の情景描写が豊 かであることも，タイ

プ（３）の特徴で ある。すなわち，タイプ（１）や（２）は対象 とな る恋人 ヘカメラが接近 した ク

ローズ ・ショットの構図であるのに対 し，タイプ（３）は，思い出の文脈 の中で恋人 を振

り返 る，カメ ラを引いた ロング ・ショットの構図だと言え る。 しか し，このタイプ（３）

は，１９７８年 の 「青葉城恋唄」以降はあま り見 られな くなる。

　一 方， この時期のテ レビの普及 が歌謡曲に与 えた影響 も見逃せない。１９６６年 ７．月に

ＮＨＫ がラジオ受信料 を廃止 したことに象徴 されるように，テ レ ビとい うリアルタイ

ム視覚 メディアが普及 したた めに，聴覚 メディアに よる歌謡曲が旅や観光に 関す るメ

ッセージを訴 える ことは少な くな り，観光旅行の動機付 けの主役はテ レビに移 る。 例

えば ，ＮＨＫ テ レビの１９６９年大河 ドラマ 『天 と地 と』や１９７０年 『縦 の木は残った』 な

どが，「ご当地観光ブーム」 と呼ばれ る現象を引 き起 こす ようにな る。

　 テ レビ ・メデ ィアの隆盛に押 されたラジオ ・メ ディア２４）が活路 を求めたのが，深夜

族 と呼ばれ る若者層であ る。１９６６年１０月 ラジオ東京 が若者 向け深夜番組 『オール ナイ

ト・パ ー トナ ー』 を，同年１２月 ラジオ大阪 が 『オーサカ ・オール ナイ ト』 を，それぞ

れ開始 したのを皮切 りと して，数多 く生まれた深夜番組の リクエス ト・コーナーが，

若者 の歌 ，特に フォー クソングを ヒットさせ る。１９６０年代 後半 の こう した ラジオ復活

の動 きは，「ラ ジオ ・ルネ ッサ ンス」 と呼ばれた。

　 ここで簡単に フォークソングの歴史を振 り返 って お く ［池 田　１９８５：２９－３５］。 １９５９

年頃か ら，キ ングス トン ・トリオ， ブラザース ・フォーな どの コピーを学生が歌い出

して始 ま ったカレ ッジ ・フ ォークは， キングス トン ・トリオが来 日した１９６５年 に ピー

クを迎 える。 ベ トナム反戦， 大学紛争を 背景 と して， ジ ョーン ・バ エズ が来 日 した

１９６７年 頃か ら，関西を中心 と してプ ロテス ト・フォークが生まれ，１９６９年には東京 に

波及す る。 しか し，１９７０年代に入 ると，プ ロテス ト・フォークは勢力 を失い，吉 田拓

郎を代表とする生活派 フォー ク，四畳半 フォー クと呼ばれ る私 生活 中心 の歌へ と変質

２４）１９６５年には平均のラジオ聴取時間は２７分に激減， 一方，テレビ視聴時間は２時間５２分であっ

　 た ［毎日新聞社　１９８９：７６７］。
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図 ４　 ユース ・ホステル会員数の推移

してゆ く。 これは，１９７０年 の安保自動延長，１９７２年 の沖縄返還，１９７３年 の第一 次石油

シ ョックなどを経て，国民意識 全体が 「生活保守主 義」２５》へ と変化 した ことと同 じ経

緯であ る。

　 こう してフォークが社会 的メ ッセージ性を失 うとと もに， ラジオを舞台 とするマイ

ナー音楽であ ったフォークは， レコー ド界 と結びつ きを強めて メジャーな音楽 へと変

化 してゆ き，その延長上に，１９７５年以降のニ ュー ミュージ ックが位置す るのであ る。

　 このよ うに，１９６５年か ら１９７０年にか けて，学生 の意識 はあ る種の連帯感 を背景 とす

る熱気を持 った。本稿 のテーマで ある旅 とい う点か ら見 ると，学生の貧 乏旅行 ブーム

もま さに この時期であ り，１９６７年にはユース ・ホステルを足場 と した 「カニ族」 が話

題とな った。 ちょうどそのひと りであ った筆者 に も経験があ るのだが，ユース ・ホス

テルの夕食後行われる 「ミーテ ィング」の席上で ， しば しばプロテス ト・フォークが

歌われ，また地元にゆか りのご当地 ソングが伝授 される ことが多か った。 その一例 が，

「知床 旅情」であ る２６）。 しか し， 図 ４に示す ように，ユース ・ホステルを足場 とする

学生 の旅 は， フォーク ソングが私生活へ と内向するのと軌を一に して，衰退 して ゆ く。

学生 が裕福にな った とい う理 由の他に， ミーテ ィングや共 同作業，門限などを課す ユ

ース ・ホステルの生活 が，連帯 ・共 同とい った観念 が薄れ私生活を志 向するようにな

２５）山口定氏は，国民的レベルでの基本的エトスに着目して戦後日本の時代区分を行い，敗戦か

　 ら１９６０年の池田内閣登場までを 「啓蒙民主主義期」，その後第一次石油ショックの１９７３年まで

　を 「私生活合理主義期」，その後１９８２年末の中曽根内閣登場までを 「生活保守主義期」，その後

　を 「経済大国ナショナ リズム期」，と名付けている ［山口　１９８６］。

２６）１９５９－６０年にかけて行われた東宝映画 「地の涯に生きるもの」の長期ロケ終了時，森繁久弥

　が作詞作曲して， ロケに協力して くれた地元の人達に贈った 「さらば羅臼」が元唄であ り，

　１９６５年に 「しれとこ旅情」と改題してレコー ド化された。地元で歌われていたものがユース ・

　ホステルを通じて学生に広まり，１９７０年に加藤登紀子が再レコー ド化 し，おりからの 「ディス

　カバー ・ジャパ ン」ブームで大ヒットした ［ポリドール　１９７８ｂ：３６；喜早　１９９０：１０－１１］。
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った若者 の心情 とマ ッチ しな くな ったためであろ う。

　今か ら振 り返 って みると， 高度経済成長を 締 めくくる一大 イベン トが， １９７０年の

「日本万博」であ った。 万博が終 了 してか ら， せ っか く盛 り上 がった旅 行熱 を持続 さ

せ ようと， 国鉄が電通 に依頼 して， １９７０年１０月１４日か ら開始 したのが，「デ ィスカバ

ー ・ジャパ ン」 キ ャンペーンであ る
。以後，１９７３年再度 「デ ィスカバー ・ジャパ ン」，

１９７７年 「一枚のキ ップか ら」，１９７８年 「いい 日旅 立ち」２７），１９８１年 「振 り向けば君がい

て ・フルムー ン」， １９８４年 「エキゾチ ック ・ジャパ ン」，「ときめき， い きぬ き， 男ぬ

き」 と， 国鉄キ ャンペーンが続 く。

　 「デ ィスカバー ・ジャパ ン」 キャンペー ンは，１９７０年 ３月 ５日創刊の 『ア ンア ン』

（平凡出版 ，現マガ ジン ・ハ ウス），１９７１年 ６月２０日創刊の 『ノ ンノ』 （集英社）を手に

した 「ア ンノ ン族」 と呼ばれ るヤングＯＬたちを，小京都 や離島への旅 に誘 った。 こ

の若い女性の旅行 ブームは，１９７３年 『るるぶ』 『旅に 出ようよ』 の創刊， １９７４年１０月

「嵐 山 レデ ィース ・イン」 を始 めとす る女性専用ホテルの出現によって， さらに拍車

が かか る。

　 この動 きと相互作用す る歌謡 曲が， １９７０年 「京都 の恋」， 「京都慕情」（ともに唄 ・

渚 ゆう子），１９７２年 「京 のにわか雨」 （唄 ・小柳 ル ミ子）な どの 「京都 もの」 と，１９７１

年 「わた しの城下町」 （ディスカバ ー ・ジャパ ン ・ソングと呼ばれた），「お祭 りの夜」，

１９７２年 「瀬戸の花嫁」 （ちょうど， １９７２年 ３月１５日に山陽新幹線が 岡山まで 開業 し，

瀬戸 内方面への旅行 が増大 した），１９７７年 「星 の砂」 （この年 ，航空会社の沖縄 キ ャン

ペー ンに よって，沖 縄地方の観 光ブームが起 きた） と続 く，い うな らば 「ふ るさと再

発見 もの」（いずれ も唄 ・小柳ル ミ子）であ る。

　後者の 「ふ るさと再 発見 もの」 は，いずれ も，決 して地 名は特定 しない。 これ らの

歌 は，女性が幼な じみや初恋の人へ抱 く淡 い慕情 とい う，普通 の若い女性 に一般的な

状況 を歌 うことによ って，若い女性の幅広 い層 の心をつかみ （これ が小柳 ル ミ子 の路

線 だ ったのであろ う），かつ， 歌詞に登場する，格子戸， 夕焼けの空，子守 唄， お寺

の鐘 （わた しの城 下町），お祭 り，笛太鼓，線 香花火，村 の鎮守 （お祭 りの夜），だん

だん畑，岬， 入江 （瀬戸の花嫁）， 珊瑚 の島， ブーゲ ン ビリア （星 の砂） な どの風物

を描 く言葉に よって，都会に住み故郷を持 たない若い女性たちに ，憧れ と しての故郷

ら しい故郷の イメ ージを抱かせ， その地への旅に誘 う。決 して，郷愁 の歌で はな く，

「憧郷の歌」 と言 って もよいだろ う。 従 って， 地 名を特定 しない ことは， 各 自が既に

イメージ してい るそれぞれの小 京都，地方城下町，離島への旅に とって，都合が良い

２７）山口百恵が歌った同名の曲に国鉄が便乗したもの。
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ので ある。

３．５． メ ッセ ー ジ の 歌 か ら イ メー ジ の 歌 へ 　 １９７５－１９８７年 頃

　 この時期の地名 ・風物入 り歌謡曲の特徴 と して，都会 と地方 の交 流の歌の復 活，恋

人との別れや未練 を歌 う演歌，場所 を特定 しない南方や外 国を舞台とす る恋を歌 うニ

ュー ミュージックやアイ ドル歌謡の登場 ，が挙 げられ る。 都会 と地方 の交流の歌につ

いては，次章 で取 り上げ る。

　別れや未練の歌 は，

　（１） １９７７年 「昔 の名前で 出てい ます」， １９８１年 「大 阪 しぐれ」 のような都市 名入 り

　　　の ネオ ン艶歌。

　（２） １９８１年 「，奥飛騨慕情」，１９８４年 「長良川艶歌」，１９８７年 「木曽路の女」などの中

　　　部地方の山間を舞台 と した恋の未練 を歌 うもの。

　（３） １９７６年 「北 の宿か ら」，１９７７年 「津軽海峡冬景色」，１９８１年 「み ちの くひと り旅」

　　　 などの東 北 ・北海道を舞台 とした別 れを歌 うもの。

など，前節で述べた ご当地艶歌であ り，風物 の描写 は詳 しくな く，その総数 も少 ない。

　 これに対 して，ニュー ミュージ ックやアイ ドル歌謡 は，地 名を特定す るもの はほと

んどな く，かつ申 し合わせた ように，イメージと しての南方 ，あ るいは，様 々な外国

を舞台 とす る， リッチな女性 の恋物語である。

　 ここで，ニ ュー ミュージ ック２８）につ いて，簡単に振 り返 って おこう。前節で述べた

ようにフ ォークソングが社会 的メ ッセー ジ性を薄 め，私生活 中心のニ ュー ミュージ ッ

クへと変化す るとともにメジ ャー化 し，歌謡曲やアイ ドル歌謡 との結 びつ きを強めて

い く。 その端緒は，吉 田拓 郎が作 曲 し； ’…　 が歌 った１９７４年 「襟裳岬」で あると言わ

れ る ［池 田　１９８５：３５－３７］。

　荒井 由美を始め とす るこの頃のニ ュー ミュージ ックの多 くは，青 山，代 官山，湘南，

八 ヶ岳 や軽井沢，あ るいはアメ リカ西海岸 などを舞台 とす る恋を歌 う。 これ らの土地

は，ハ イセンスな ラブ ・ロマンスのイメー ジを聴 く者に与 えるために選ばれた土地な

ので あ る。 しか も， これ らの歌に おいては，ハイセンスな イメージを喚起 しさえすれ

２８）１９７５年頃から，ニューミュージックという言葉が使われるようになるが，その起源には，荒

　 井由美 （松任谷由美）が従来のフォークとの差別化のために自分の音楽に対して名付けたとい

　 う説，音楽業界が従来の歌謡曲と差別化するためにフォークやロックに対 して名付けたという

　 説，の２説があるとされる［池田　１９８５：３５］。荒井由美の他に吉田拓郎，井上陽水，小椋佳 ら

　 が当初の代表的アーティス トであるが，やがて「かぐや姫」から南こうせっが，「キャロル」か

　 ら矢沢永吉が生まれ，ア リス，中島みゆき，松山千春の台頭を経て，原田真二，渡辺真知子の

　 活躍，そして１９８０年代の初めからは，オフコース，サザンオールスターズ，ＹＭＯ などの新感

　 覚派が登場 している ［オリジナルコンフィデ ンス　 ．；．：４７４－４７５］。
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ば充分なので あ るか ら，歌詞の中で地名 を特定す る必要 性は薄 らいでゆ く。

　 これ は，歌謡曲が 「聴 くもの」か ら 「見 るもの」へと変化 したことと関係 する。 よ

く指摘 され るように，１９７８年に ピンク ・レデ ィーが 「ペ ッパ ー警部」でデ ビュー して

か ら，歌謡曲の流行がテ レビに よって作 り出 され る傾向が強ま った。す なわち，歌詞

の持つ メ ッセ ージ性は弱ま り，視覚で得 られ るイメージの方 が，よ り大 きな要素 とな

ってきたのであ る。

　視覚 によって作 り出され るイメージが歌詞に優越 する傾向 は，１９７８年以降，商品の

テ レビ・コマ ーシャル のた めに レコー ドとタイア ップ して作 られたイメージソング２９）

が レコー ド・ヒ ットす るようにな る点に も現れてい る。 特に１９８０年 はイ メー ジソング

の当た り年で，シングルベス ト２０のうち ６曲がイメージソングであ った３０）。 イメージ

２９）商品のコマーシャルにのみ使われる本来のイメージソングと区別するためには 「レコードタ

　イアップソング」と言うべきである，という指摘がある ［伊藤 ・桜井 ・山川　　・；．］。タイアッ

　プの成立形態には，「いい日旅立ち」のように既に完成 していた歌に企業が便乗したもの，「君

　の瞳は１００００ボル ト」や 「いっそセレナーデ」のように企業キャンペーンにレコー ド会社が協

　力したもの，「Ｍｒ・サマータイム」のように企業とレコード会社が最初から協力制作 したもの，

　の３タイプがあるとされる ［池田　１９８５：１９］。

３０）企業のイメージソング （レコー ドタイアップソ ング）のヒット例 ［世相風俗観察会　１９８６］。

　１９７８年

　 「君の瞳は１００００ボル ト」

　 「時間よ止まれ」

　 「夢一夜」

　 「Ｍｒ．サマータイム」

　 「季節の中で」

　 「夏のお嬢さん」

　 「ディスコ・レデイ」

　 「東京ララバイ」

１９７９年

　 「異邦人」

１９８０年

　 「青い珊瑚礁」

　 「ハッ！として Ｇｏｏｄ」

　 「不思議なピーチパイ」

　 「塵気楼」　 「
裸足の季節」

　 「風は秋色」

　 「Ｈｏｗ　Ｍａｎｙいい顔」

　 「昴」

　 「ランナウェイ」

１９８２年

　 「シルエット・ロマンス」

　 「色つきの女でいてくれよ」

　 「いけない，ルージュマジック」

１９８３年

　　ＳＷＥＥＴ　ＭＥＭＯＲＩＥＳ

　 「君に胸キュン」

　 「ベイビー ！　 逃げるんだ」

１９８４年

　 「いっそセレナーデ」

資生堂

資生堂

資生堂
カネボウ

グリコ

グリコ
サントリー

ホテル ・サンルー ト

サ ンヨー

グリコ

グリコ

資生堂

資生堂
資生堂

資生堂

カネボウ
ニッカ ・ウィスキー

パイオニア ・ラジカセ

サ ン リオ

コー セ ー

資 生 堂

サ ン ト リー缶 ビー ル

カネ ボ ウ

三 菱 ミラー ジ ュ

サ ン ト リー角 瓶
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ソングの主 目的 は，その商 品の良い イメー ジを映像で視聴者に与え ることで あ り，バ

ックに流れ る歌 の役割 はイメー ジを補完す ることに後退 する。 この場合 ，視聴者 は，

歌詞 とい う言語 メ ッセージに よって自 らの 内部にイメー ジを作 り出すので はな く，与

え られた映像イメージを直接 自分 の内部 イメージに反 映 させ るようにな るのである。

　 イメージの先行 は，旅 の意味に も変化 を及 ぼ してい る。 高度情報化社会 と言 われ，

雑誌， テレビを主 とする視覚メ ディアが様 々な旅や観光に関する情報 を絶え間 な く受

け手に与え続 け る現在に おいて は，旅行 とは，事前に得 られた情報に よって 自らの内

部に既に作 られたイ メー ジを現地にでかけて 「確認」す る行為であって，新 たな発見

や感動 を求 めて現地に 出かけ るので はない ［日本交通公 社　１９７９：７２］。前節で述べた

「ふ るさと再発見 もの」 と関連 する旅 も，既に 自分の 内部に構築 され た 「ふ るさと」

のイ メー ジを確認す るた めの旅 だ ったのであ る。

　 １９８０年 頃　」ｒ・のニ ュー ミュージ ックやアイ ドル歌謡曲 のうち，風物を歌 い込ん だ も

のを拾い上 げて みると，歌詞の持 つメ ッセージ性の後退 と，若い女性を中心 とする海

外旅行 の急増 が，反映 している ことがわか る。 これ らの歌 には，映像イ メージと して

の異 国 （中森明菜の歌に は，映画的とい う言 葉が しば しば登場す る） が，恋の物語 の

舞台背景と して さ りげな く歌われている。例えば，１９７９年 「異邦人」の舞台は シル ク

ロー ドのど こかで あ り，１９８０年 「青い珊瑚礁」や１９８４年 「サザ ン ・ウイ ン ド」は南の

どこかの島， １９８５年 「ミ・アモーレ」は リオデ ジャネイロ， 「ＳＡＮＤ　ＢＥＩＧＥ」 はサ

ハ ラ砂漠の どこかなので ある。

　 このように見て くると，今や，歌謡曲の歌 詞が旅の動機付 けとして の意味 を持つ こ

とはまれとなった。空間移動 としての旅 は，歌謡曲のモチーフと して は成 立 しに くく

な ったので はなかろうか。 この ことは，前に図 １で示 したように，地 名入 り歌謡 曲が

全 ヒ ット曲に占める比率が１９７０年以降，急激に減少 した こととも符合 す るのであ る。

４． 郷　愁　の　歌

帰る旅に関わる郷愁を歌う歌謡曲は，人の移動と漂泊という社会現象に関わってい

る。ここでは，時代相を反映 した郷愁の歌の変遷をたどってみたい。

４．１． 「股旅 や くざもの」 の郷愁

次章の 「さすらいの旅の歌」で詳 しく取り上げるが，戦前の歌謡曲に大きな位置を

占めていたのが 「股旅や くざもの」のジャンルである。義理と人情，漂泊感，諦観，
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そ して自嘲などの心情を主要モチーフとす る一群の歌謡曲は，第 ２．１節で述べたよう

に，１９３０年から３２年にかけての農村の疲弊，軍部の台頭，戦争の激化に伴う出征命令，

といった様々な不安に対する民衆の諦観にマ ッチして流行を見た。 しか し戦後になる

と，股旅 という設定で漂泊を歌うこのジャンルの歌謡曲は，ほとんど見られな くなった。

　歌の主人公の多くは，任侠道に殉じ故郷を棄てて漂泊 している棄郷の民であるから，

当然望郷の念は持っているが，帰郷は諦めている。すなわち，望郷と諦観をモチーフ

とする歌謡曲が多い。 例えば，一故郷は遙かな空一（１９２９年 「沓掛小唄」），一故郷じ

ゃ妹が待つものを一（１９３９年 「大利根月夜」），一棄てて別れた故郷の月 を一（１９４３年

「勘太郎月夜唄」）， 一故郷見たさにもどってみれば一（１９５２年 「伊豆の佐太郎」）， 一

ぐちじゃないけどこの俺にゃ　帰る瀬もない一（１９５７年 「雪の渡 り鳥」），などの言 葉

が見 られる。

４．２． 「曠野 も の 」 の 郷 愁

　 「股旅やくざもの」 と同様に次章でも取り上げるが，１９３１年の満州事変以降，満州

の荒野をさす らう歌のジャンルが生まれた。満州浪人として，あるいは兵卒として満

州をさすらう者を主人公とするこれらの歌には，当然のことながら，棄郷感と郷愁，

望郷の思いが色濃 く歌われている。

　例えば，一遠きあの空　つくづく眺め　男泣きする夜 もある一（１９３４年「国境の町」），

一故郷を捨てた旅ゆえに一（１９３５年 「夕日は落 ちて」），などの言葉が見 られ る。

４．３． 軍 国歌謡 と郷 愁

　軍隊が自ら作 ったものを 「軍歌」と呼ぷのに対 し， レコー ド会社が作 った ものを

「軍国歌謡」，兵隊の間で自然発生 したものを 「兵隊俗謡」と呼ぶ。１９３１年満州事変，

１９３２年第一次上海事変，満州国建国，１９３７年盧溝橋 事件，第二次上海事変と，戦線の

拡大とともに，戦争の志気を高めるような威勢の良い曲も数多 く作 られたが，それら

はヒットせず，哀調を帯び望郷や無常感を歌ったものが受け入れられた ［加太　１９７５：

１４１］。 望郷をはっきり歌ったものとしては， １９３８年 「麦と兵隊」（一遠 く故郷をはな

れ来て　 しみじみ知 った祖国愛一），１９４２年 「バタビヤの夜は更けて」（一故郷の山に

似たる姿の　懐かしさ一）などがある。

　 この他に，１９４０年 「誰か故郷を想わざる」は軍国歌謡ではないが，強い望郷の思い

を持つ前線の兵士たちの間でヒットし，それが内地に波及 したという経緯で知られる

歌である。

９７２



久保　　歌謡曲の歌詞に見る旅

４．４．　 さす らい と郷愁

　１９３０年代から敗戦後にかけての社会不安を背景として，前記の各ジャンルの他にも，

日本国内の地方をさすらう一般的なさす らいもの歌謡曲も数多 くヒットしたが，これ

らにも郷愁の思いが歌い込まれている。 １９３２年 「涙の渡 り鳥」（一なつかしい故 郷の

空は遠い一），１９３４年 「山は夕焼」（一思い遙かな　ふるさと偲びゃ　赤い灯が　恋 し

ゅてならぬ一），１９４０年 「お島千太郎旅唄」（一すてた故郷に　 また涙一），１９５０年 「越

後獅子の唄」（一逆立ちすれば　山がみえます　ふるさとの一），１９５８年 「赤い夕陽の

故郷」などであるが，郷愁とともに，故郷を離れる原因となった挫折感や劣等感も感

じられるものが多い。

４．５． 敗 戦 と 郷 愁

　戦争に起 因する特異な ジャンル として，抑留先か ら故 国日本を望郷する歌があ る。

抑留地 シベ リアを舞台 とす る１９４８年 「異国 の丘」， フィ リピン ・マ ニラ郊外の モ ンテ

ンルパ刑務所 を舞台 とす る１９５２年 「ああモ ンテンルパ の夜は更 けて」であるが，いず

れ も，作詞者 ・作 曲者が抑留者 自身で あ り，かつ， レコー ド化 の経緯が特異で あ った

ことか ら，非常に話題 を呼び３１》，大 ヒ ットした。 なん と して も生 きて 日本 に帰 りたい

とい う思 いが強 く歌われ，聞 く者の涙を絞 った ことで知 られ る。

　敗戦 直後に は，戦 前を懐 古す る気持 ちを歌 うものが数多 く出たが，それを郷愁 とい

う形で表現 した もの として ，１９５０年に ＮＨＫ 番組 『ラジオ歌謡』３２）で歌 われた 「白い

３１）「異国の丘」は，１９４８年 ８月 １日，ＮＨＫ ラジオ番組 『素人のど自慢』で歌われ， その反響

　の大きさにレコード化が直ちに行われた。その作者探 しが大きな話題となり，復員 してきた吉

　田正が名乗り出て，その後プロの作曲家となった。「ああモンテンルパの夜は更けて」は， モ

　ンテンルパ市にあるニュー ・ビリビッド刑務所に死刑囚として収容中の元中尉の作曲，元大尉

　の作詞になる曲が，１９５２年夏，歌手渡辺はま子の元に送られてきてレコード化されたもの。フ

　ィリピン政府に対する彼女の減刑嘆願活動が実って，翌年 ７月２２日１７名の遺骨とともに１１０名が

　生存帰国できた ［毎 日新聞社　１９８９：５２９］。

３２）健全な愛唱歌を創作しラジオから送 りだそうとするＮＨＫ番組の系譜として，まず，１９３６年

　 ６月から始まった 『国民歌謡』がある。当時，エロ・グロ・ナンセンスの風潮を反映してユー

　モアやお色気のナンセンス歌謡が流行し，その中でも，鼻にかかった甘い “ねえ” という呼び

　かけを含む 「ネェ小唄」（１９２９年 「愛 して頂戴」， １９３０年 「ザ ッツ ・オーケー」， １９３６年 「忘れ

　ちゃいやよ」など）は， 当局から低俗と非難され， 「忘れちゃいやよ」はレコー ド発売禁止と

　なったりした （その改訂版が 「月が鏡であったなら」である）。 こうした低俗とされる レコー

　 ド歌謡曲に対 し，健全な歌謡曲を生み出そうという目論見で開始されたのが 『国民歌謡』であ

　る。島崎藤村作詞 「椰子の実」，「朝」，北原白秋作詞 「落葉松 （からまつ）」などがこの番組か　 ら
生まれたが，日中戦争が始まると戦意高揚のものが主となった。敗戦によって 『国民歌謡』

　は終了 し，１９４６年 ５月から開始されたのが 『ラジオ歌謡』である （１９６２年 ４月からは 「きょう

　のうた』と名前を変え，１９６７年３月末まで継続された）。『ラジオ歌謡』からは，「山小舎の灯」，　
「夏の思い出」などがヒットしている。１９６７年以降，愛唱歌をラジオで創出しようという番組

　は子供向けのものに重点を移 したが， １９８５年４月からは， 『新ラジオ歌謡』という番組 （コー　
ナー）が開始され，現在も継続中である。
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花の咲 く頃」がある。

４．６．　 都 会一 地方 の交 流

図５　労働力比率の変遷

出典 ：『８０年代における情報産業の構造分析』

　　　１９８２年 ３月 （財）電気通信総合研究所

　　 ３．３節で触 れたように，敗戦後

の経済復興期には，地方か ら都会 を

めざす大量の人 口移動 が始 まった。

主に東北，北陸東 山 （新潟 ・富山 ・

石川 ・福井 ・山梨 ・長野）， 九州，

四国 などの地方か ら，首都圏，近畿

圏などの都会 をめざす人 口移動は，

敗戦直後か ら１９６５年 頃を ピークとす

るまで一貫 して生 じて いることが，

前に示 した図 ２か らわ かる。 この こ

とは，１９５５年初あか ら５７年前半 にか

けての 「神武景 気」， １９５８年後半か

ら１９６１年い っぱいの 「岩戸景気」に

象徴 されるように， 日本が急速に工業社会化 し，第 １次産業か ら第 ２次産業への労働

力移動が生 じたことに符合 す る （図 ５）。

　特に若年層について は，１９５７年以降，新 規中学 ・高校卒業生に対する求人数が求職

者数を上回 るようにな り ［総理府 青少年局　 １９６７：１２７］，「集団就職」３３）という言葉 が

マス コミに登場す るほどに，人口移動 が大 き くな った。 この集団就職 に関係す る歌に

は， １９５７年 「東京 のバスガール」，１９６４年 「ああ上野駅」 があ る。 前者 は， バスガ ー

ルが 中学 ・高校卒業者の憧れの職業 のひとつ だった ことを反映 している。 この二 曲は，

仕事のつ らさを乗 り越え明 日への夢 を歌 う，健気 さに満ちた ものであ る。現在で はこ

うしたモチーフの歌 が皆無であ ることは，若者気質の変化 を反映 してい るように思わ

れ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

　 こう した人口移動を受 けて， １９５５－５９年頃には， 都会に 出て きた者 と地方に残 され

た者 の交流をモチーフとす る歌謡曲が頻出 した。 これ らの歌 は，

　（１） 都会 へ旅立つ者 と残 る者 との別 れを，両者の対話形式で歌 うもの。

３３）１９５４年，東京世田谷区桜新町商店会が中学卒業生の合同求人を行ったのが最初と言われてい

　 る ［毎日新聞学芸部　１９８５：ｌｌ２］。その後，１９５７年から労働省が積極的に集団就職を進めるよ

　 うになり，１９６３年からは，労働省，各都道府県，各公共職業安定所と日本交通公社がタイアッ

　 プして，就職列車を走らせるまでになった。 最盛期の１９６４年には， 集団就職専用列車がのべ

　３０００本も運転されたという。
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　②　地方 に残った者が都会 へ出て しま った者に呼びかけ る歌。

　（３） 都会 へ出て しまった者 が故郷を振 り返る郷愁の歌。

に大 き く分 け られる。 この ３つ のタイプの歌に共通す るの は，親 ，兄弟，友人な どが

歌詞に登場することであ る。 また，都会 と して東京が明示的に，地方 と して東 北方面

が暗示的に示唆されてい るものが多い。地方 の地名を 特定 しない ことは，聴 く者がそ

れぞれのイメージを投影す るのに都合がよいので ある。

　タ イプ（３）の歌 は，

　（３ａ）　都会に出て きて郷愁の心情 はあるが， 都会人 と しての 優越感す ら感 じて い

　　　　 る者 ［園部 　１９６２：１３７－１４０］の歌。

　 （３ｂ） 都会 へ出て きたが，夢破れて挫折 した者が，哀感 こめて郷愁を歌 うもの。

に さ らに分け られるが，後者 の場合で も，帰郷の意志 は既に失 っているかに見え，都

会 の優越が示 されている。地方 に残 った者 も，無理 と知 りなが ら帰郷 を呼 びか ける，

あるい は，自分 も都会に 出てい きたい と考えていることが，タイプ（２）の歌か ら読み取

れる。 この時期においては，都会 への移動 は もはや避 け られ ない ことを，皆 が認 めて

いたのであろ う。

　 タイプ（１）に は，１９５６年 「お花 ちゃん」が ある。

　 タイプ（２）に は，１９５６年 「リンゴ村 か ら」，「早 く帰 って コ」，１９５８年 「夕焼 けとんび」，

１９５９年 「僕 はない ちっち」 などがある。 これ らの歌において，故郷に残 った者 は，都

会 へ出たき り故郷を顧みない者を恨 み，それ と同時に都会生活への妬 み さえ感 じてい

るのであ る。例えば，一東京ばか りが　 なんでいい ものか一 （早 く帰 って コ），一兄 ち

ゃん も　 お前 も　馬鹿 っちょヨー（夕焼 けとんび），一ど うして　東京 がそんなに　 い

いんだろう一 （僕 はない ちっち） などの歌詞に現れてい る。

　 タイプ（３）に は， １９５５年 「別れの一本杉」， １９５７年 「おさげと花 と地 蔵 さんと」，「チ

ャンチキおけさ」，１９５９年 「南国土佐を後 に して」３４》，１９６４年 「ああ上 野駅」 な どがあ

るが，いずれ も，都会 に出て既に数年経過 してい ることが示唆 され， もはや帰郷の意

志 のない ことを示 している。 特に 「南 国土佐を後に して」 と 「ああ上野駅」で は，一

わた しも負 けずに　 励んだ後で一（南国土佐 を後 に して），一 お店の仕 事は　辛 いけど

胸に ゃで っかい夢があ る一 （ああ上野駅） な ど， 都会人と して がんばる決 意を歌 って

い る。

３４）元来，中支に派遣されていた四国の混成部隊が，故郷高知の民謡 「よさこい節」を織り込ん

　 で歌っていた， いわゆる 「兵隊俗謡」のひとつであった。作者の武政英策が帰国してから，

　 １９５５年にレコー ド化したが，その時ははやらなかった。ＮＨＫ テレビ 『歌の広場』が，高知放

　 送局開局記念番組として高知から放送された際，ペギー葉山が洋楽調の歌唱法で歌い，反響を

　 呼んで再度レコード化された ［日本コロムビア第三文芸部　１９８０：１６９］。
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　 １９６４年以降，都会一地方 の交流の歌 は影をひそめるが，１９７６年 頃か ら数 は少 ない も

のの再び姿を見せ始 める。１９７６年 「お もいで岬」，「木綿のハ ンカチーフ」，１９７９年「北

国の春」，１９８１年 「帰 って こいよ」な どであ る。 この背景 には， 次の ２点が考え られ

よう。 第一に，１９７２年 田中内閣の 「日本列島改造論」が提起 した地方分散 の動 きで あ

る。 図 ２でわか るように，１９６５年以降，地方 か らの人 口流 出に歯止めがかか り，また，

東 北，四国，九州の多 くの県において，１９７０年 を底 と して１９７５年以降 は人 口が増加 に

転 じた。 Ｕタ ーン現象が紙 上に取 り上げ られるようにな ったの もこの頃であ った。背

景の第二 点は，１９７３年 の第一次石油 シ ョック以降，経済成長至上主義への反省 か ら生

まれて きた自然回帰志 向で あろう。 事実， 「お もいで岬」や 「北国の春」で は， 故郷

の自然が詩情豊かに歌われている。

　上記 のタ イプ分 けか ら言 えば，「木綿 のハ ンカチーフ」 はタイプωに，「帰 って こい

よ」 はタイプ（２）に相 当する。 「おもいで岬」， 「北国の春」 はタイプ（３）に相当す るが，

１９５５年 か ら１９５９年の時期のそれの ような 「帰 りたいが帰 れない」 とい う切実な郷愁 の

歌 とは異な り， 都会に一旦 根付 いた者 が余裕 を持 って故郷を振 り返 ってい る。 「お も

いで岬」 は，郷愁 とい うよ りは距離を置いた， いわば 「懐郷」 の歌で あり， 「北国 の

春」 は，実際に帰 郷 して もよい と考え る地方 Ｕター ンの歌で ある。すなわ ち， これ ら

後期 におけるタイプ（３）の歌 は，地方Ｕター ンと自然回帰 とが結 びつ けられた ものと言

え るで あろう。

４：７． 都 会 人 の 憧 郷

　１９６０年頃以降，切 実な郷愁 は姿を消す。 １９７１－７２年に現れた， 小柳ル ミ子 の歌 う一

連 の 「ふ るさと再 発見 もの」 は， もはや故郷を持たない都会 人が，憧れの対象 として

の，ふ る さと らしいふ るさとをイメージするための歌であ り，郷愁で はな く，「憧郷」

を歌 った ものと言 える。か くして，都市化が全国的に進行 した現在 は，切実な郷愁 が

歌謡 曲のモチ ーフとしては もはや成立 しな くな った時代 なのである。

５． さす らいの旅 の歌

５．１．　 さす らいの旅 の歌 の系譜

　さすらいの旅を歌うものについても，時代相を反映 して，い くつかのサブ・ジャン

ルに分けられる。 最初に現れたのは，「股旅や くざもの」であり， 続いて満州事変を

背景 とした， 満州の荒野をさすらう 「暖野もの」， 南方への進出や南方ブームを背景
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とした 「マ ドロスもの」が現れた。男の側か ら歌われる 「マ ドロスもの」と対を成す

のが，港に残される女の立場で歌われる 「港 もの」であり，さす らう者との別れ，未

練を主要モチーフとする。この他に，一般的なさす らいを歌 うものも数多 く生まれた

が，これについても，地方でのさすらいを歌う戦前のものから，都会での孤独 ・漂泊

感を歌う戦後のものへ，という変遷が認められる。

５．２．　 股旅 や くざ もの

　１９２９年に雑誌 『改造』に 掲載 された長 谷川伸作 「股旅草鮭 」か ら， 「股旅者 」 とい

う呼称 が使われ るようにな ったと言われてい る。 １９３１－３２年にか けて 股旅小説が続 出

し， これ らの映画化 も盛 んに行 われた。 この背景 には，１９３０年以 降の経済不況，農村

の疲弊 ，軍部勢力の台頭 ，などの社会不安があ り， これに対処するすべ を持たない農

村 の貧 困層， 都会下層民の無力感， 諦感， 無 常感 などが， 義理ゆえに命 を捨てねば

な らぬ股旅や くざ者の はかな さと相 似 してい るか らであ ると言 われる ［池 田　 １９８５：

１２２－１２９；丸山　 １９８３：９６－９９；園部　１９６２：１０７－１０８；加太　１９７５：５１］ （１９３１年 の

「侍 ニ ッポ ン」を 「股旅や くざ もの」 と捉 え る意見 もあるが ［園部　 １９６２：１０４］， こ

れは勤皇 か佐幕か それ とも恋に生 きるか と悩 み，ど うせ裏切 り者 さと自嘲する青年の

歌であ り，当時の若者 のフ ァッションのひ とつで あ ったマル クス ・ボーイの心情にマ

ッチ した ものと考 える方が妥当で あろう ［加太 　１９７５：２９］）。

　１９２９年 か ら１９５７年にかけて見 られる， この系統 の歌謡 曲を列挙 してみると，１９２９年

「沓掛小 唄」， １９３４年 「赤城 の子守唄」， １９３５年 「旅笠道 中」， １９３７年 「妻恋道 中」，

「お しどり道 中」，１９３９年 「名月赤城 山」， 「大利根月夜」， １９４３年 「勘太郎月 夜唄」，

１９５２年 「伊 豆の佐太郎」，１９５７年 「雪の渡 り鳥」，な どで あるが，その ほとんどが，映

画の主題歌 ともな ってい る。

　 これ らの歌謡曲に共通 して歌われ るのは，故郷を棄てた頼 りなさと郷愁，や くざ者

であ ることの劣等 感 ・自嘲 （一 どうせや くざな一「赤城 の子守 唄」，一馬鹿 を承 知の僕

の胸を一「妻恋道 中」，一 どうせ明 日はながれ旅一「伊豆の佐太 郎」），それに対 する開 き

直 りと ヒロイズム （一形 はや くざにやつ れ て い て も， 月よみて くれ一 「勘太 郎月夜

唄」），な どの心情である。

　 これ以降の時代 では，や くざ者のイメージが変質 して股旅 という設定が無理とな り，

さす らい感 が消滅 して義理 と人情のみをモチーフとす るや くざ者 の歌へ と変化 する。

１９６５年 「網走番外地」，１９６６年 「唐獅子牡丹」，１９６９年 「仁 義」 であるが， これ らは，

美化 され た ヒーローと してのや くざを描 く 「や くざ映画」の主題歌で ある。 しか し，
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やくざの実像が仁義なき集団であることが映画やテレビで描かれるようになってか ら，

や くざが歌謡曲に取り上げられることはな くなった。

５．３．曠 野 も の

　１９３２年 ３月 １日の満州国建国を受け， 国内での閉塞状況を打開 しようと， 「満州浪

人」や 「支那浪人」に憧れる気分があったが，それを反映 したジャンルである。 しか

し，これらの歌謡曲は，憧れとは裏腹に，大陸の荒野をさす らう者の，故郷を捨てた

頼りなさ，郷愁などをモチーフとする哀調を帯びたものである。 １９３４年 「急げ幌馬

車」，「国境の町」，１９３５年 「夕日は落ちて」など，限 られた期間にのみ現れた。 この

ジャンル も， 「股旅や くざもの」と同様， 下層庶民の諦観，漂泊感，無力感を仮託す

る役割を果たした。

５．４．　 マ ドロ ス も の と港 もの

　新 民謡 と して１９３１年に発売 された 「マ ドロス小唄」か ら始 まる 「マ ドロス もの」 の

ジャンル は，漂泊感や無常感を歌 う 「股旅や くざもの」 と同根で あ ると言われ，基本

的にマ ドロス と港の女 性との別れを歌 うもので ある。 しか し，１９３４年 「これ ぞマ ドロ

スの恋」，１９３８年 「上海の街角で」，「島の船頭」，１９３９年 「別れ船」，「港 シャンソン」，

１９４４年 「ラバ ウル小 唄」 と続 く戦前の 「マ ドロス もの」に おいて は，マ ドロスが 港の

女 性に別 れを告げ る際，自分 はさす らい者 だか らあき らめて くれ， と恋 の清 算に さす

らいの身の上 を利用す る身勝手 さ ・調子良 さの方が目について１あ まり哀 感は見 られ

ない。 漂泊感 の主役 は，「股旅や くざ もの」や 「さす らい もの」 だ ったので あろう。

　 戦後にな ってマ ドロス とい う職業が 近代 的なイメージを 持 ち始 めると， 「マ ドロス

もの」にはさす らいの心情が薄 くなる。漂泊感の見 られ るのは１９４９年 「玄海ブル ース」

くらいで， １９５５年 「おんな船頭唄」，「おば こマ ドロス」， １９５６年 「別れの波止場」で

は，単な る別れを歌 うに過 ぎない。 この頃以降，マ ドロスとい う職業 自体が減少 した

こと もあ って，「マ ドロス もの」 ジ ャンル は姿を消す。

　 「マ ドロス もの」 が男 の立場か ら別 れを歌 うのに対 し，港，波止場 ，港町を舞台に

女 の立場か ら別れを歌 うのが 「港 もの」 の ジャンルであ る。 昭和近代 レコー ドの最初

の ヒッ ト作 のひとつ１９２８年 の新民謡 「出船 」 もこの ジャンルに他 な らない。 これ 以降 ，

１９３２年 「島の娘」，１９３６年 「博多夜船」，１９３７年 「別れのブルー一ス」 と，マ ドロス との

別 れを哀感 こめて歌 う。

　 敗 戦直後 の時期に特異 な 「港 もの」 と して，復員 や引き揚げに関連す るものがあ る。
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１９４６年 「かえ り船」，１９５１年 「上海帰 りの リル」３５），１９５４年 「岸壁の母」３６）などである。

　そ の後，１９５１年 「連絡船 の唄」， １９５７年 「未練 の波止場」， １９６０年 「哀愁波止場」，

１９６４年 「ア ンコ椿 は恋の花」， １９６５年 「涙 の連絡船」， １９６９年 「港町ブル ース」，１９７０

年 「波止場女 のブル ース」，１９７１年 「よこはまたそがれ」 と，演歌系の歌を中心に，船

乗 りや旅人との別れが歌われ るが，そ こに は，社会的な背景 は もはや見 られない。

５．５．　 　 　一的 な さす らい

　 特定の状況が設定 されていないが，何 らかの事情で漂泊 を してい る者 の思 いを歌 う

歌謡曲が存在す る。 昭和初期か ら１９６４年 頃まで は，さす らいの舞台は地方であ ったが，

戦後 は，都会での さす らい，あ るいは，都会での挫折 の結果地方へ さす らいの旅に 出

る， とい った設定の ものに変化 している。

　地方 さす らい ものにおいて は，孤独感 ，郷愁が主要 な心情 モチーフである。１９３２年

「涙の渡 り島」，１９３３年 「サ ーカスの唄」３７），１９３４年 「山 は夕焼」，１９３７年 「人生 の並木

路」，「流転」， １９４０年 「お島千太 郎旅唄」， １９４８年 「湯の町エ レジー」， １９５０年 「越後

獅 子の唄」，１９５３年 「落葉 しぐれ」，１９５８年 「赤い夕陽の故郷」，１９６０年 「さす らい」な

どがある。 主人公の職業 も，サ ーカス団員 （サ ーカスの唄）， 旅役者 （お島千太郎旅

唄，越後獅子の唄）， ギター流 し （湯 の町 エレジー， 落葉 しぐれ）な ど， う らぶれた

ものが多 く， また， 戦後の ものには，孤独感や郷愁の他 に， 挫折感 ， 劣等感， 自嘲

（一 どうせ死 ぬまでひ とりぼ っち一「さす らい」）な どの心情 も加わ ってい る。

　 しか し，漂泊する職業が ほとんど見 られな くな り， こう した地方 さす らい ものは姿

を消す。

　都会へ人 口が集中 し始 めた１９５０年か ら６０年にかけて，都会での孤独感 を歌 う ものが

現れ た。 これは，都会に根付 くことがで きなか った者の，都会 における漂泊感 と考え

て もよいであろ う。１９５３年 「街 の燈台」，１９５５年 「銀座 の雀」，１９６１年 「川 は流れる」

などであ るが，孤独感 とともに挫折感 と淡い希望 を求 ある健気 さも感 じとれ る歌であ

る。

　１９５７年 「お さらば東京」，１９６１年 「北帰行」，１９６４年 「涙を抱いた渡 り鳥」 は，都会

３５）１９３６年の 「上海 リル」の続編のような歌で，日本に引き揚げてきたリルを探すという設定。

　 この大ヒットを見て， 各レコード会社が同工異曲のさまざまな リルもの （「私がリルよ」，「霧

　 の港のリル」など）を作り，「リル合戦」と呼ばれた。

３６）ＮＨＫ ラジオの二ｓ‐スで流れた，引き揚げを待つ母親のインタビｓ一が，作詞家藤田まさ

　 との耳にとまり，生まれた曲 ［毎日新聞学芸部　１９８５：９３］。

３７）１９３３年春，芝浦で開かれた産業大博覧会のために， ドイッのハーゲンベック曲馬団が来日レ，

　 ＰＲ用として 「来る来るサーカス」が作 られた。そのＢ面用に，日本のドサ回りサーカスをイ

　 メージして作 られたのが，この 「サーカスの唄」である ［池田　１９８５：１１２］。
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で挫折 した者が地方へさす らいの旅に出る，という設定である。見田宗介氏も指摘 し

ているように ［見田　１９７８：２１７］，「北帰行」では，一北へ帰る一と言いながら故郷は

示されておらず，むしろ一さらば祖国一と国を捨てるかのごとき心情を示 している。

安住の地，原点としての故郷をもはや持っていない都会人にとっては，都会を去るこ

とはすなわち国を失 う心情に相通ずるのであろう。

　１９８０年には，都会の若者の孤独を歌う 「大都会」，「ランナウェイ」があるが，前者

では夢を追う姿勢，後者では私生活中心主義を反映 したものか，恋人と二人だけの世

界への逃避が歌われ，挫折感は見られない。

　 このように見て くると，戦前はまだ しも帰るべき原点と しての故郷を持ったさすら

いの旅は，戦後，地方の都市化が進むにつれて，原点すら見失った都会人の漂泊へと

変化 した。若者の場合は，それがかなうかどうかはわからないが希望を持つことによ

って，あるいは，恋人との二人だけの世界へ逃避することによって，こうした漂泊感

を解消できるであろう。 しかし，それより上の年齢層の漂泊感を代弁する歌は， ヒッ

トレコー ドの範囲では見あたらなくなって きている。 ここにも，若者を中心に ヒット

レコー ドが作 られる現在，歌詞によって国民心情を分析することのむつかしさが示さ

れている。

６． 希 望 ・夢 追 い の旅 の歌

　数は少 ないが，希望や夢 を歌 う歌謡曲 もい くつか見 られる。第 ３．２節 の最後で述べ

た１９５１年 「水色のスーツケース」 も，失恋を きっか けと して，淡い しあわせ を求 めて

南の国 に旅立つ歌であ り， この系統 のものと考 えて よいだろう。

　１９６８年 「青年 は荒野をめざす」， １９６９年 「風」 は， 既成の ちっぽけな価値を捨 てて

理想をめざす連帯 ・決意を，悲壮感 もまじえて歌 って いるもので， 当時の高揚 した学

生の気分にマ ッチ して ヒ ットした。

　１９７０年 「希望」 は，別れた恋人を さがす とい う設定 をとりなが ら，大人 にな ってな

くして しま った希望を もう一度さがそうとい う気持 ちの歌 とも読 み取れ る。

　１９７９年 「ガンダ ーラ」 は， 日本テ レビ ・ドラマ 『西遊記』 の主題歌 と して作 られた

が， ドラマのテーマをユー トピアを求 める旅と解釈 した ものであ る。

　１９８０年 「昴」 は，ニ ッカ ・ウ ィス キーのイメージソングとして テレビに流れた もの

だが，夢を追 う強い決意，求道者 のような孤高 な悲壮感などが，１９６０年 代の高揚 した

学生気分を記憶 してい るフ ォー ク世代を中心に 受け入れ られたと考え られ る。１９８６年
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久保　 歌謡曲の歌詞に見る旅

「熱き心に」 も，ＡＧＦコーヒー ・マキシムのイメージソングであるが，夢を追うス ト

イシズムが感じられる。

　 これらの数少ない歌は，恋愛を歌う日常的な歌謡曲が氾濫する中で，日常生活の中

で忘れていたロマンを思い出させるその新鮮さによって，ヒットした ものと考えられ

る。 しか し，こうした歌 は，愛好歌とはなりえても，日常的な愛唱歌となることはな

いであろう。なぜならば，大衆は歌謡曲に対 して，基本的に精神の慰撫を求めており，

精神の高揚を決 して求めているわけではないだろうからである。従 って，希望と夢追

いの歌が氾濫する状況は，今後とも有 り得ないのではなかろうか。

７． 旅 の歌 の ジ ャンル の変 遷

　図 ６は，昭和初期か ら１９８７年までにつ いて，本 稿の第 ３－５章で取 り上げた旅に関す

る ヒット歌謡 曲の ジャンルの変遷を年 表風 にまとめた もので ある。 これによ って，昭

和歌謡曲に取 り上 げ られた旅の消長 が捉 え られ るであろ う。 このジ ャンル分 けを行 う

た めの基準 として筆者が着 目 したのは，憧れ，郷愁，慕情 ，未練，な どの心情モチ ー

フの他に，登場人物，風物の描写 程度などの 特徴パ ラメータで ある。

　登場人 物は，人称代名詞，肉親や友人，第三者 として歌詞に含 まれ る人物を指 す。

風物を描写 する キーワー ドと して筆者 が取 り上げ るのは，地名，場所 ，建造物，風 ・

雨 ・雪な どの自然現象， ラ ッシュアワー ・人 の波 ・第三者等 の視覚的な もの，および，

汽笛，鐘 の音 ，葉ずれ， さざ波など聴覚に訴え るものを描写す る名詞であ る。 いわば，

歌詞を映画化 す ると仮定 した場合 に，シーンを構成 す る事物であ る。

　 これ らのパ ラメータに着 目 して，地名 ・風物入 り歌謡 曲各 ジ ャンルの特徴を再整理

してみ よう。 あるジ ャンルについて，歌謡曲 １曲当た りに含 まれ る風物 キーワー ド数

（繰 り返 し出現 する もの，および，意味 な く列挙 された地名 は， １回と数えることに

する） の平均値 を，その ジャンル の風物描写指数 と考 えよう。

　歌詞に登場する人物に関 しては，次 のようなタイプ分 けを設定す る。 わた し，俺 な

どの第 １人称代 名詞 だけが登場す る歌 をタ イプ １，あなた，君，お まえなどの第 ２人

称代名詞が登場す るものをタイプ ２，あの子，あの人，あの娘な どの第 ３人称で呼ば

れ る異性 が登場す るものをタイプ ３， 肉親，友人が登場す るものをタイプ ４，没交渉

の第三者だ け しか登場 しない ものや全 く人物が登場 しない ものをタイプ ５，と各歌謡

曲をタ イプ分 け し， それぞれに，１，２，３，４，５の得点を与え る。 あるジ ャンルにつ

いて，そ こに含 まれ る各タイプの曲数にその得点を重み付 け して平均値を求め，それ
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図７　地名・風物入り歌謡曲の特徴空間

をそのジャンルのカメラアングル指数 と考えることにする。なぜならば，前に述べた

ような歌詞の映画化を想定するならば，得点が大きくなる程，描写の焦点が自分を離

れて遠 くに広がることに対応する，と考えられるか らである。

　 この２つの指数は，筆者が全 く独自に設定 した ものに過ぎないが，地名 ・風物入 り

歌謡曲のい くつかのジャンルについて指数を計算 し，風物描写指数を縦軸，カメラア

ングル指数を横軸とする平面上にプロットしてみると，図 ７に示すような興味ある結

果が得 られた。

　昭和初期の 「都会賛美調」，「地方賛美調」の歌謡曲は，図 ７の右上に位置 しており，

風物描写が豊かで叙景的なロング ・ショットのカメラアングルの歌であることを裏付

けている。 「都会 ・地方交流」と 「ふるさと再発見」の対照もおもしろい。前者は，

風物描写はそれほど詳 しくない代わ りにそのほとんどに肉親が登場 （横軸の値が４に

近い）する，切実な郷愁の歌であるのに対 し，後者は，風物描写がより豊かである反

面，恋の歌 （横軸の値が２）に近 くなっているのがわかる。

　恋愛をテーマとする 「慕情」「別れと未練」「ネオン艶歌」のジャンルの相違 も興味

深い。この順に，風物描写が少なくなっており，恋の描写がより重要となるにつれ，

風物の重みが小さくなる，と第３．４節で述べたことが裏付けられている。

　図 ６と合わせて考えると，時代が下がるにつれて，地名 ・風物入 り歌謡曲が右上か
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ら左下の方 向へ と推移 していることがわか る。すなわち，第 ２．３節で述べたよ うに，

ロング ・ショットの歌か らクローズ ・ショ ットの歌 への変化
，風物 をメ ッセー ジと し

て含 む歌か ら恋の歌への変化 が， この図か らも読 み取れ る。 この ことは，歌謡 曲が社

会 的メ ッセージ性を弱め，私生活中心の ものへと変化 している ことと も符合 するので

あ る。

８． お わ り に

　 これまで見 てきたように，昭和歌謡曲 は，旅 に関わ る歌か ら始ま った。憧れ，郷愁，

漂泊， この ３つの心情 モチ ーフは，旅に密接に関係 しなが ら，数 々の ジャンル の歌謡

曲に歌われて きた。戦前 ・戦 中において は，都会 一地方 の対立関係，および，戦地の

拡大が，歌謡 曲に大 きな影響を与 えた。戦後 しば らくは，都会 一地方 の対立関係が存

続 していたが，高度経済成長期に入 ってか らはそれが消滅 し，それに伴 って郷愁の歌

は減少す るとともに，漂泊の歌 の舞台 も地方 か ら都会へ と変化 し， さらに この ジャン

ル 自体が減少 して いる。一方 ，各種視覚 メディアの発達に よって，映像イメージが重

視 され るよ うに なり，歌謡曲の歌詞が持つメ ッセー ジ性は，１９７５年 頃か ら低下 して き

た。 この ことは，風物描写 が豊か な歌謡曲の減少 や，地名入 り歌謡曲の出現率 の低下

に も現れている。

　 こう して見て くると，現在 は，歌謡曲において，空間移動 と しての旅に関わ るすべ

てのモチーフが成立 しに くくなってい る時代 と言 え るので はなかろ うか。ただ し， こ

の見解 は，本稿で対象 とした ヒッ トレコー ドか ら導 き出された ものに過 ぎない。有線

放送 ， ラジオ，カ ラオケ， レンタルＣＤなど，大衆が歌謡曲と接 する他の場面 につ い

て も取 り上げ，年 齢層，社会階層 も視 野に含 めた分析や，時 間移動 と しての旅 とい う

観点か らの分析 も求め られ るであろ う。 これ らは，筆 者の今後 の課題 と したい。
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